
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

│
│
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
を
中
心
に
│
│

中

谷

功

治

は
じ
め
に

│
│
あ
る
伝
説
か
ら
│
│

テ

マ

テ

マ

ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
将
軍
と
な
っ
た
バ
ル
ダ
ネ
ス
・
ト
ゥ
ル
コ
ス
（
ト
ル
コ
人
）
は
、
手
の
者
三
名
を
つ
れ
て
軍
管
区
の
中
心
都
市

ア
モ
リ
オ
ン
近
郊
の
フ
ィ
ロ
メ
リ
オ
ン
と
い
う
地
に
出
向
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
修
道
士
か
ら
予
言
を
も
ら
う
た
め
で
あ
っ

た
。
訪
問
を
受
け
た
修
道
士
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
皇
帝
に
な
る
と
い
う
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
野
心
を
言
い
当
て
、
そ
の
よ
う
な
企
て
は
財
産
と

視
力
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
警
告
し
た
。
失
望
し
た
将
軍
は
庵
を
出
て
、
馬
の
そ
ば
で
待
つ
従
者
た
ち
の
所
へ
向
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
見

た
予
言
者
は
彼
を
呼
び
止
め
た
。
も
し
や
と
思
っ
て
引
き
返
し
た
バ
ル
ダ
ネ
ス
に
修
道
士
が
告
げ
た
言
葉
は
前
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
彼

は
さ
ら
に
続
け
た
。

「
今
お
前
が
連
れ
て
き
て
い
る
馬
ま
わ
り
の
者
た
ち
三
名
の
内
、
最
初
と
二
番
目
の
者
は
帝
冠
を
帯
び
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
三

の
者
は
自
身
を
皇
帝
と
宣
言
す
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
処
刑
さ
れ
る
だ
ろ
う
。」

二
一



バ
ル
ダ
ネ
ス
は
悲
嘆
の
声
を
上
げ
て
修
道
士
に
悪
態
を
つ
き
つ
つ
、
そ
の
予
言
を
従
者
三
名
に
伝
え
た
。

「
レ
オ
ン
よ
、
お
前
は
皇
帝
と
な
り
、
そ
し
て
ト
マ
ス
よ
、
お
前
は
（
皇
帝
に
）
宣
言
さ
れ
る
が
、
ミ
カ
エ
ル
に
よ
っ
て
（
二
人
は
）

（
�
）

殺
さ
れ
、
彼
自
身
は
ま
っ
た
く
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
帝
位
に
と
ど
ま
る
。」

以
上
は
、
将
軍
バ
ル
ダ
ネ
ス
が
生
き
た
九
世
紀
初
頭
か
ら
一
世
紀
以
上
後
の
一
〇
世
紀
な
か
ば
に
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
、
ゲ
ネ
シ
オ
ス

（
�
）

の
『
皇
帝
列
伝
』
が
伝
え
る
も
ち
ろ
ん
架
空
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
で
ト
ル
コ
人
と
い
う
あ
だ
名
の
バ
ル
ダ
ネ
ス
、
後
に
皇
帝
と
な
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
（
五

世
）、
彼
を
襲
っ
て
皇
帝
と
な
る
ア
モ
リ
オ
ン
出
身
の
ミ
カ
エ
ル
（
二
世
）、
そ
し
て
大
反
乱
の
首
謀
者
と
な
る
ス
ラ
ヴ
人
と
呼
ば
れ
る
ト

マ
ス
の
四
名
が
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
時
系
列
に
沿
っ
て
将
軍
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
反
乱
、
レ
オ
ン
五
世
の
即
位
と
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
帝
位
簒
奪
、
そ
し
て
僭
称
者
ト

マ
ス
に
よ
る
大
反
乱
の
順
に
、
登
場
人
物
た
ち
の
経
歴
と
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
や
首
都
勢
力
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
考
察
を
進
め

る
。
と
り
わ
け
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
に
つ
い
て
は
研
究
史
を
詳
し
く
紹
介
し
、
最
後
の
「
テ
マ
反
乱
」
と
い
う
筆
者
の
考
え
を
導
く
こ

と
に
し
た
い
。

一

将
軍
バ
ル
ダ
ネ
ス
と
テ
マ
反
乱

バ
ル
ダ
ネ
ス
は
ト
ル
コ
人
と
い
う
あ
だ
名
を
持
つ
も
の
の
、
名
前
か
ら
は
ア
ル
メ
ニ
ア
系
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
彼
の
詳
し
い

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

二
二



経
歴
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
前
述
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
は
、
七
九
七
年
に
皇
帝
コ
ン
ス

（
�
）

タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
が
ビ
チ
ュ
ニ
ア
に
派
遣
し
た
パ
ト
リ
キ
オ
ス
の
爵
位
を
持
ち
近
衛
連
隊
ス
コ
ラ
イ
の
司
令
官
バ
ル
ダ
ニ
オ
ス
、
そ
し

て
七
九
九
年
の
復
活
祭
時
に
女
帝
エ
イ
レ
ネ
の
乗
る
馬
車
の
御
者
を
つ
と
め
た
四
名
の
パ
ト
リ
キ
オ
ス
の
一
人
、
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
の
テ
マ

（
�
）

将
軍
の
バ
ル
ダ
ネ
ス
な
る
人
物
に
言
及
す
る
。
通
説
で
は
、
こ
れ
ら
の
よ
く
似
た
名
前
を
も
つ
二
人
の
パ
ト
リ
キ
オ
ス
は
前
述
の
ア
ナ
ト

（
�
）

リ
コ
イ
将
軍
と
同
一
人
物
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
正
し
い
な
ら
、
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
最
上

級
の
軍
歴
を
歩
ん
だ
有
力
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
も
か
く
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
先
に
紹
介
し
た
予
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
帝
位
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
は
、

八
〇
三
年
七
月
一
九
日
に
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
の
バ
ル
ダ
ネ
ス
が
「
対
岸
の
（
つ
ま
り
小
ア
ジ
ア
の
）」
テ
マ
軍
団
に
よ
っ
て
皇
帝
に
推

（
�
）

戴
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
そ
れ
は
前
年
一
〇
月
、
税
務
長
官
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
を
擁
立
す
る
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
エ
イ
レ
ネ
女
帝
政
権
が
倒
れ
て

一
年
を
待
た
ず
に
発
生
し
た
大
規
模
な
軍
事
反
乱
で
あ
っ
た
。
ゲ
ネ
シ
オ
ス
の
『
皇
帝
列
伝
』
と
同
時
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
続
テ

モ
ノ
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス

オ
フ
ァ
ネ
ス
』
で
は
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
小
ア
ジ
ア
の
五
つ
の
テ
マ
軍
団
の
単
独
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
反
乱
は
ア
ル
メ
ニ
ア
コ

（
�
）

イ
を
除
く
す
べ
て
の
テ
マ
軍
団
が
支
持
し
た
と
い
う
。

ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
反
乱
は
、
七
九
七
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
の
失
脚
、
そ
の
後
の
エ
イ
レ
ネ
女
帝
政
権
下
で
の
宦
官

た
ち
に
よ
る
お
も
な
テ
マ
軍
団
の
掌
握
を
含
め
た
政
治
の
壟
断
、
そ
し
て
八
〇
二
年
の
首
都
で
の
ク
ー
デ
タ
な
ど
一
連
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
ー
プ
ル
政
府
内
で
の
動
き
に
対
し
て
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
独
自
の
皇
帝
候
補
を
擁
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
テ
マ
軍
団
が

（
�
）

参
加
し
、
首
都
を
目
指
し
た
と
い
う
経
緯
か
ら
見
て
、「
テ
マ
反
乱
」
の
典
型
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
回
は
七
一
七
年
の

レ
オ
ン
三
世
や
七
九
〇
年
の
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
反
乱
時
の
よ
う
に
、
政
権
の
交
代
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
テ
マ
反
乱
が

不
発
に
終
わ
っ
た
の
は
こ
の
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
乱
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱
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三



『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
は
、
当
初
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
将
兵
た
ち
の
要
請
を
拒
否
し
た
と
伝
え
る
。
こ
れ
は
皇
帝
候
補
者
の
お
決
ま
り

の
ポ
ー
ズ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
彼
の
優
柔
不
断
な
行
動
か
ら
は
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
将
兵
た
ち
に
か
つ
が
れ
た
だ
け
と
い
う

（
�
）

可
能
性
も
残
る
。
予
言
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
野
心
を
強
調
し
て
い
る
が
、
も
し
か
す
る
と
反
乱
は
か
つ
て
の
ア
ル
メ
ニ
ア
コ

イ
反
乱
の
ケ
ー
ス
と
同
様
、
現
地
の
テ
マ
将
兵
た
ち
が
主
導
し
て
引
き
起
こ
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ホ
ル
ド
ン
は
そ
の
可
能
性
を
支
持

（
�
）

し
て
い
る
。
他
方
、
反
乱
の
名
目
は
エ
イ
レ
ネ
の
復
位
に
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
彼
女
は
八
月
九
日
に
追
放
先
の
レ
ス
ボ
ス
島
で

（
�
）

死
去
し
た
。

と
も
か
く
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
と
テ
マ
軍
団
は
首
都
対
岸
の
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
ま
で
進
出
し
た
が
、
町
は
門
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
八
日
が
過

ぎ
、
反
乱
軍
は
オ
プ
シ
キ
オ
ン
領
内
に
あ
る
兵
站
拠
点
の
マ
ラ
ギ
ナ
ま
で
い
っ
た
ん
退
い
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
頃
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
配
下
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
と
ア
モ
リ
オ
ン
人
ミ
カ
エ
ル
が
皇
帝
側
に
寝
返
っ
た
ら
し
い
。
こ

の
こ
と
も
彼
の
そ
の
後
の
弱
気
に
つ
な
が
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
「
功
績
」
に
よ
り
レ
オ
ン
は
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
の
師
団
長

（tourm
archēs

tōn
phoideratōn

）、
ミ
カ
エ
ル
は
幕
僚
長
（kom

ēs

（tēs

）kortēs

）
に
任
じ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
首
都
内
に
宮
殿
を
与
え
ら

（
�
）

れ
た
と
い
う
。

こ
こ
に
登
場
す
る
「
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
」
と
は
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
下
部
単
位
で
師
団
（
ト
ゥ
ル
マtourm

a

）
に
相
当
し
、
さ
ら

に
領
域
と
し
て
は
軍
管
区
テ
マ
の
下
位
に
あ
た
る
。
実
際
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
は
九
世
紀
中
頃
の
官
職
リ
ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ス

（
�
）

ペ
ン
ス
キ
ー
の
タ
ク
テ
ィ
コ
ン
」
に
テ
マ
の
筆
頭
師
団
長
と
し
て
登
場
す
る
。
つ
ま
り
レ
オ
ン
は
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
実
質
上
の
ナ
ン

（
�
）

バ
ー
二
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ミ
カ
エ
ル
が
就
任
し
た
幕
僚
長
は
、
同
じ
く
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
将
軍
の
属
僚
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
テ
マ
の
固
有
名
が
な
い
の
で
皇
帝
直
属
の
役
職
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
ち
ら
も
テ
マ

将
軍
な
ど
に
次
ぐ
重
要
な
軍
事
職
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

二
四



話
を
反
乱
に
戻
す
と
、
マ
ラ
ギ
ナ
に
駐
屯
す
る
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
は
、
膠
着
状
態
を
打
破
す
る
た
め
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
と

交
渉
に
入
っ
た
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
結
局
彼
は
自
分
の
身
の
安
全
を
保
証
す
る
総
主
教
と
政
府
要
人
（
パ
ト
リ
キ
オ
ス
全
員
）
の
署
名

が
入
っ
た
皇
帝
の
書
面
を
手
に
入
れ
、
九
月
八
日
の
夜
半
に
密
か
に
陣
営
を
抜
け
出
し
た
。
彼
は
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
だ
け
を
と
も
な
っ
て

ビ
チ
ュ
ニ
ア
の
港
町
キ
オ
ス
に
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ン
修
道
院
へ
と
向
か
い
、
そ
の
後
、
皇
帝
が
用
意
し
た
船
で
マ
ル
マ
ラ
海
の
プ
ロ
テ

（
�
）

島
に
あ
る
自
身
が
創
建
し
た
修
道
院
に
移
っ
た
。

こ
う
し
て
首
魁
を
失
っ
た
反
乱
は
あ
っ
け
な
く
瓦
解
し
た
。
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
は
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
財
産
を
没
収
し
、「
諸
テ
マ
の
将

（
�
）

校
や
土
地
所
有
者
の
全
員
、
そ
し
て
帝
都
か
ら
の
幾
人
か
を
逮
捕
し
、
軍
隊
に
は
給
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

さ
ら
に
翌
年
、
皇
帝
は
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
人
た
ち
を
夜
間
密
か
に
プ
ロ
テ
島
に
渡
ら
せ
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
視
力
を
奪
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

（
�
）

知
っ
た
「
総
主
教
、
元
老
院
、
そ
し
て
神
を
お
そ
れ
る
す
べ
て
の
人
々
は
い
た
く
嘆
き
悲
し
ん
だ
」。
こ
れ
に
対
し
皇
帝
は
何
も
知
ら
な

い
ふ
り
を
し
て
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
人
た
ち
の
捜
索
を
「
高
官
た
ち
（tous

en
telei

）」
に
誓
っ
た
が
、
彼
ら
は
教
会
に
逃
げ
込
ん
で
い
て
事

件
は
う
や
む
や
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
の
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
人
と
は
誰
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
の
タ
ク
テ
ィ
コ
ン
」
で
は
先
述
の
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
と

並
ん
で
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
の
師
団
長
の
名
前
が
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
人
と
は
、
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
管
区
の
下
位
領
域
と
し

（
�
）

て
の
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
の
兵
士
た
ち
だ
ろ
う
、
と
マ
ン
ゴ
は
推
測
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
彼
ら
が
首
都
に
い
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。

一
方
、
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
近
衛
隊
（
オ
プ
シ
キ
オ
ン
軍
団
や
近
衛
連
隊
タ
グ
マ
を
含
む
）
に
つ
い
て
詳
し
く
研
究
し
た
ホ

ル
ド
ン
は
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
は
そ
の
治
世
中
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
を
自
身
の
手
足
と
し
て
活
動
す
る
近
衛
連
隊
と
し
て
用
い
た
と
推
測

（
�
）

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ホ
ル
ド
ン
の
考
え
に
よ
る
な
ら
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
は
近
衛
連
隊
の
指
揮
官
の
一
人
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

二
五



な
る
。
だ
と
す
る
と
、
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
と
並
ぶ
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
師
団
リ
ュ
カ
オ
ニ
ア
の
兵
士
た
ち
の
一
部
も
首
都
で
皇
帝
の
手
も
と

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
の
同
僚
で
あ
る
ミ
カ
エ
ル
も
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
首
都
ア
モ
リ
オ
ン
の
出
身
で
あ

り
、
皇
帝
な
い
し
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
幕
僚
長
に
就
任
し
て
い
た
か
ら
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
反
乱
を
鎮
め
た
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
は
、
信
頼
す
る
レ

（
�
）

オ
ン
や
ミ
カ
エ
ル
た
ち
（
あ
る
い
は
彼
ら
の
手
下
）
を
使
っ
て
、
首
謀
者
の
将
軍
の
視
力
を
奪
わ
せ
た
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
次
章
で
述
べ
る
皇
帝
レ
オ
ン
五
世
や
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
出
世
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
は
、
外
敵
と
の
戦
闘
を
通
じ
て
軍
歴
を
積

み
上
げ
、
親
征
す
る
皇
帝
と
の
よ
し
み
を
も
と
に
出
世
す
る
テ
マ
軍
団
叩
き
上
げ
の
軍
人
で
は
な
く
、
有
力
将
軍
か
ら
皇
帝
へ
と
権
力
者

（
�
）

に
よ
り
そ
っ
て
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
抜
け
目
な
い
者
た
ち
の
姿
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

二

レ
オ
ン
五
世
と
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
即
位

（
１
）
レ
オ
ン
五
世
（
在
位
八
一
三
│
二
〇
年
）

ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
反
乱
か
ら
一
〇
年
目
の
八
一
三
年
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
は
修
道
士
の
予
言
ど
お
り
皇
帝
の
座
に
つ
い

た
。
本
章
で
は
、
レ
オ
ン
五
世
の
皇
帝
就
任
へ
の
道
の
り
、
彼
が
殺
害
さ
れ
た
八
二
〇
年
の
宮
廷
ク
ー
デ
タ
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
ミ
カ

エ
ル
二
世
の
即
位
に
つ
い
て
簡
潔
に
概
観
す
る
。

ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
の
経
歴
も
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
は
ア
ル
メ
ニ
ア
系
で
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
に
あ
っ
た
バ

（
�
）

ル
ダ
ス
と
い
う
人
物
の
息
子
で
あ
っ
た
と
史
料
に
は
あ
る
。
レ
オ
ン
は
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
・
テ
マ
の
領
内
で
成
長
し
、
伝
説
に
あ
る
よ
う
に

ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
に
仕
え
た
よ
う
で
あ
る
。
バ
ル
ダ
ネ
ス
反
乱
の
際
に
ア
モ
リ
オ
ン
人
ミ
カ
エ
ル
と
と
も
に
皇
帝
側
に
寝
返
り
、
そ

の
報
酬
と
し
て
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
か
ら
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
の
職
と
首
都
内
の
宮
殿
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
と
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も
か
く
、
レ
オ
ン
も
ま
た
バ
ル
ダ
ネ
ス
と
同
様
に
帝
国
の
エ
リ
ー
ト
軍
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
彼
は
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
に
昇
進
し
た
ら
し
い
が
、
八
一
一
年
二
月
に
テ
マ
領
内
の
エ
ウ
カ
イ
タ
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム

（
�
）

軍
の
攻
撃
を
受
け
、
多
く
の
兵
士
の
命
と
軍
団
へ
の
給
料
一
、
三
〇
〇
金
ポ
ン
ド
を
失
っ
た
。
こ
の
た
め
皇
帝
の
不
興
を
買
っ
た
レ
オ
ン

（
�
）

は
失
脚
し
た
ら
し
い
。

け
れ
ど
も
、
直
後
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
戦
役
で
の
皇
帝
の
敗
死
を
う
け
て
、
後
継
者
の
ミ
カ
エ
ル
一
世
は
レ
オ
ン
を
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
に

（
�
）

抜
擢
し
た
ら
し
く
、
今
回
レ
オ
ン
は
侵
入
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
を
打
ち
破
っ
て
敵
兵
士
二
千
人
を
倒
し
、
軍
馬
と
武
器
を
獲
得
し
た
。

八
一
三
年
六
月
、
レ
オ
ン
は
ト
ラ
キ
ア
に
出
陣
し
た
が
、
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
近
く
の
ベ
ル
シ
ニ
キ
ア
（
ヴ
ェ
ル
シ
ニ
キ
ア
）
で
帝
国

（
�
）

側
は
総
崩
れ
と
な
り
、
首
都
へ
逃
げ
帰
る
ミ
カ
エ
ル
一
世
は
テ
マ
軍
団
の
指
揮
を
レ
オ
ン
に
ゆ
だ
ね
た
。
皇
帝
の
逃
亡
を
知
っ
た
将
軍
や

兵
士
た
ち
は
、
相
談
の
う
え
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
で
あ
る
レ
オ
ン
の
皇
帝
擁
立
を
目
指
し
た
。
レ
オ
ン
は
当
初
は
就
任
を
固
辞
し
た
も
の

（
�
）
の
（
こ
れ
も
ま
た
単
な
る
ポ
ー
ズ
か
も
し
れ
な
い
）
そ
の
後
、
総
主
教
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
手
紙
を
書
い
て
そ
の
決
意
を
固
め
た
。
七
月
一

（
�
）

一
日
、
首
都
郊
外
の
ヘ
ブ
ド
モ
ン
に
到
着
す
る
と
、
将
兵
た
ち
は
レ
オ
ン
を
皇
帝
と
し
て
歓
呼
し
た
。
カ
ル
シ
オ
ス
門
（
現
エ
デ
ィ
ル
ネ

（
�
）

門
）
よ
り
首
都
に
入
場
し
た
レ
オ
ン
は
宮
殿
入
り
し
、
翌
日
に
聖
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
で
総
主
教
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
に
よ
っ
て
帝
冠
を
受
け

た
。十

年
前
、
首
都
に
迫
っ
た
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
の
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
に
は
首
都
対
岸
の
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
の
町
は
開
門
さ
れ
る
こ

と
は
な
っ
た
が
、
今
回
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
の
接
近
と
い
う
切
迫
し
た
状
況
下
で
同
じ
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
の
レ
オ
ン
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

（
�
）

ノ
ー
プ
ル
の
城
門
は
開
か
れ
た
。
そ
れ
は
約
一
世
紀
前
に
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
レ
オ
ン
（
三
世
）
が
首
都
に
入
場
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ

（
	
）

せ
る
。
タ
ー
ナ
ー
は
両
者
の
即
位
は
と
も
に
先
帝
の
退
位
に
と
も
な
う
ス
ム
ー
ズ
な
継
承
（
禅
譲
）
と
見
な
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
軍

隊
に
よ
る
レ
オ
ン
の
皇
帝
歓
呼
が
先
行
し
て
お
り
、
や
は
り
簒
奪
に
相
当
す
る
と
私
は
考
え
る
。
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カ

ン

一
方
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
君
主
の
ク
ル
ム
は
、
兄
弟
に
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
攻
囲
を
ま
か
せ
、
自
身
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
来

（
�
）

て
陸
城
壁
の
前
を
行
進
し
た
。
そ
の
後
、
帝
国
と
の
和
平
交
渉
時
に
暗
殺
を
は
か
ら
れ
て
激
怒
し
た
ク
ル
ム
は
、
首
都
の
北
東
に
位
置
す

る
聖
マ
マ
ス
の
建
物
を
焼
い
て
略
奪
を
加
え
、
さ
ら
に
近
郊
の
ト
ラ
キ
ア
諸
都
市
を
文
字
ど
お
り
手
当
た
り
次
第
に
襲
撃
し
た
。
結
果
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
城
壁
ま
で
は
丸
裸
の
状
態
と
な
っ
た
。
お
び
た
だ
し
い
捕
虜
と
略
奪
品
を
手
に
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍

（
�
）

は
、
九
月
に
長
く
籠
城
し
た
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
を
降
伏
・
開
城
さ
せ
た
後
、
い
っ
た
ん
故
国
に
帰
還
し
た
。

レ
オ
ン
五
世
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
攻
撃
を
準
備
し
て
い
た
ク
ル
ム
が
翌
年
四

月
に
急
死
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
八
一
八
年
に
レ
オ
ン
は
ク
ル
ム
の
後
継
者
で
あ
る
オ
ム
ル
タ
グ

（
�
）

（
在
位
八
一
四
／
五
│
三
一
年
）
と
和
平
を
結
び
、
帝
国
は
荒
廃
し
た
ト
ラ
キ
ア
の
再
建
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
史
料
か
ら
引
き
出
せ
る
情
報
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
レ
オ
ン
五
世
の
政
権
を
支
え
た
人
々
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
レ
オ
ン
は
同
僚
の
ア
モ
リ
オ
ン
出
身
の
ミ
カ
エ
ル
を
昇
進
さ
せ
た
。
当
時
ミ
カ
エ
ル
は
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
の
馬
丁
長
（
プ
ロ
ト

ス
ト
ラ
ト
ル
）
と
し
て
レ
オ
ン
の
そ
ば
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
を
授
け
ら
れ
た
上
で
エ
ク
ス
ク
ビ
テ
ス
近
衛
連
隊
長
と

（
�
）

な
っ
た
。
同
様
に
か
つ
て
の
仲
間
で
あ
る
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
も
、
レ
オ
ン
が
以
前
つ
と
め
た
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
に
任
命
さ
れ
た
。

次
に
、
オ
ル
ビ
ア
ノ
ス
な
る
人
物
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
将
軍
に
指
名
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
テ
マ
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
将
軍
職
は
レ
オ
ン
の
即

（
�
）

位
前
に
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
プ
ラ
ケ
ス
が
占
め
て
い
た
が
、
彼
は
ベ
ル
シ
ニ
キ
ア
会
戦
で
戦
死
し
て
い
た
。
オ
ル
ビ
ア
ノ
ス
は
ミ
カ
エ
ル
二

世
の
治
世
初
頭
に
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
と
し
て
登
場
す
る
。
お
そ
ら
く
、
レ
オ
ン
五
世
に
よ
る
抜
擢
で
あ
ろ
う
（
後
述
）。

さ
ら
に
、
レ
オ
ン
五
世
治
下
に
皇
帝
の
近
親
者
で
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
プ
テ
ロ
ト
ス
な
る
人
物
が
テ
マ
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

（
�
）

い
る
。
ま
た
、
聖
人
伝
史
料
か
ら
の
情
報
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
皇
帝
の
甥
な
い
し
近
親
者
の
バ
ル
ダ
ス
と
い
う
者
が
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
将

（
�
）

軍
を
つ
と
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
最
後
に
、
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
息
子
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
帝
の
治
世
に
活
躍
す
る
有
名
な
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
将
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軍
マ
ヌ
エ
ル
も
レ
オ
ン
五
世
を
支
え
る
一
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
は
か
つ
て
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
を
指
揮
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い

（
�
）
る
。以

上
の
よ
う
に
、
対
外
戦
争
に
よ
る
危
機
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
そ
の
治
世
に
お
い
て
、
レ
オ
ン
五
世
は
身
内
の
者
た
ち
、
と
り
わ
け
同

じ
ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
人
び
と
を
テ
マ
将
軍
に
抜
擢
す
る
な
ど
一
世
紀
前
の
レ
オ
ン
三
世
と
よ
く
似
た
人
事
を
行
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
政
府
閣
僚
な
ど
首
都
勢
力
と
呼
べ
る
人
々
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
残
念
な
が
ら
史
料
記
述
か
ら
の
情
報
に
は
限

界
が
あ
り
、
全
容
を
つ
か
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
治
世
以
来
の
重
臣
で
、
ミ
カ
エ
ル
一
世
政
権
の

中
枢
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
ス
コ
ラ
イ
連
隊
長
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
は
こ
れ
以
降
姿
を
消
し
て
お
り
、
引
退
な
い
し
失
脚
し
た
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
、
か
つ
て
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
ク
ー
デ
タ
に
財
務
長
官
と
し
て
参
加
し
た
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
の
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
は
、
そ
の

後
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
位
に
の
ぼ
っ
て
ミ
カ
エ
ル
一
世
の
即
位
に
か
か
わ
っ
た
が
、
レ
オ
ン
の
即
位
後
は
カ
ル
ケ
ド
ン
付
近
の
修
道
院
に
入
っ

（
�
）

た
こ
と
が
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
ス
修
道
院
長
テ
オ
ド
ロ
ス
の
書
簡
か
ら
判
明
す
る
。
以
上
の
二
人
に
加
え
、
政
権
に
か
か
わ
っ
て
き
た
総
主
教

ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
も
、
皇
帝
の
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
政
策
に
反
対
し
た
た
め
八
一
五
年
に
解
任
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
、
政
府
要
人
た
ち
は
交
代

し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
異
な
る
事
例
も
確
認
で
き
る
。
史
料
を
読
む
と
、
要
所
々
々
で
顔
を
出
す
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ク
サ
ブ
リ
オ
ス
と
い
う
人
物
が
い

る
。
彼
は
ベ
ル
シ
ニ
キ
ア
会
戦
か
ら
帰
還
し
た
ミ
カ
エ
ル
一
世
を
出
迎
え
る
城
壁
長
官
と
し
て
登
場
し
、
皇
帝
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン

（
�
）

に
全
軍
の
指
揮
を
ゆ
だ
ね
る
の
は
危
険
だ
と
忠
告
す
る
。
け
れ
ど
も
ヨ
ハ
ネ
ス
は
レ
オ
ン
五
世
の
下
で
も
同
職
に
と
ど
ま
り
、
ブ
ル
ガ
リ

（
�
）

ア
の
カ
ン
・
ク
ル
ム
と
の
交
渉
に
加
わ
っ
て
、
密
か
に
暗
殺
計
画
を
ま
か
さ
れ
た
。
さ
ら
に
彼
は
運
輸
・
外
務
長
官
に
昇
進
し
、
し
か
も

（
�
）

レ
オ
ン
五
世
殺
害
後
も
ど
う
や
ら
政
権
内
に
と
ど
ま
っ
た
ら
し
い
。

例
外
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
複
数
の
皇
帝
の
治
世
を
通
じ
て
昇
進
す
る
人
物
も
い
る
だ
け
に
、
政
権
の
中
味
に
つ
い

九
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て
安
易
に
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
緊
急
事
態
と
も
い
え
る
レ
オ
ン
五
世
即
位
直
後
の
政
権
を
分
析
し
た
ソ
フ
リ
ス
は
、
首
都
に

お
い
て
は
高
官
の
交
代
は
一
定
程
度
あ
っ
た
に
せ
よ
、
下
位
の
官
僚
な
ど
に
つ
い
て
は
大
幅
な
入
れ
替
え
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
測

（
�
）

し
て
い
る
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
対
外
関
係
を
除
く
と
レ
オ
ン
五
世
の
治
世
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
（
聖
像
破
壊
）
の
復
活
で
あ

る
。
彼
は
後
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
な
る
ヨ
ハ
ネ
ス
（
七
世
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス：

在
位
八
三
七
頃
│
四
三
年
）
を
重
用

（
�
）

し
、
八
一
五
年
に
首
都
で
公
会
議
を
開
催
、
か
つ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
が
開
い
た
ヒ
エ
リ
ア
公
会
議
の
決
定
を
復
活
さ
せ
た
。

確
か
に
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
の
復
活
は
修
道
士
た
ち
を
中
心
と
し
て
聖
界
に
大
き
な
動
揺
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
の
、
宗
教
政
策
の
転
換
が

政
権
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
レ
オ
ン
五
世
は
長
男
の
シ
ュ
ン
バ
テ
ィ
オ
ス
を
戴
冠
時
に
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ス
と
改
名
さ
せ
て
お
り
、
彼
が
レ
オ
ン
三
世
や
そ
の
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
と
思
わ

（
�
）

れ
る
。

実
際
、
レ
オ
ン
五
世
の
即
位
は
一
世
紀
前
の
レ
オ
ン
三
世
の
ケ
ー
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
人
は
と
も
に
ア
ナ
ト
リ
コ

イ
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
首
都
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
東
西
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
対
外
上
の
危
機
を
背

景
に
し
て
現
職
皇
帝
の
退
位
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
両
政
権
の
類
似
は
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
将
軍
に
身
内
を
登
用
し
て

い
る
点
で
も
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
注
目
し
た
い
の
が
二
人
の
レ
オ
ン
の
死
後
に
同
じ
く
大
規
模
な
軍
事
反
乱
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

（
２
）
ミ
カ
エ
ル
二
世
（
在
位
八
二
〇
│
二
九
年
）

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
モ
リ
オ
ン
生
ま
れ
の
ミ
カ
エ
ル
は
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
配
下
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
。
ゲ
ネ
シ

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
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と
テ
マ
反
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オ
ス
の
『
皇
帝
列
伝
』
は
、
ミ
カ
エ
ル
を
見
込
ん
だ
テ
マ
将
軍
（
バ
ル
ダ
ネ
ス
な
の
だ
ろ
う
か
？
）
は
自
分
の
娘
を
彼
に
嫁
が
せ
た
と
伝

（
�
）

え
て
い
る
。

八
〇
三
年
、
バ
ル
ダ
ネ
ス
を
裏
切
っ
た
ミ
カ
エ
ル
を
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
は
幕
僚
長
と
し
て
取
り
立
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

の
宮
殿
を
与
え
た
（
前
述
）。
そ
の
後
し
ば
ら
く
彼
の
経
歴
は
不
明
と
な
る
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
擁
立
さ
れ
た
時
、
ミ

（
�
）

カ
エ
ル
は
レ
オ
ン
の
馬
丁
長
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
皇
帝
と
な
っ
た
レ
オ
ン
は
ミ
カ
エ
ル
に
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
を
授
け
、
エ
ク

ス
ク
ビ
テ
ス
連
隊
長
に
任
命
し
た
。
ま
た
、
レ
オ
ン
は
ミ
カ
エ
ル
の
息
子
（
お
そ
ら
く
後
の
皇
帝
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
）
の
洗
礼
時
に
代
父
を

（
�
）

つ
と
め
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
レ
オ
ン
と
ミ
カ
エ
ル
の
関
係
は
良
好
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
歯
に
衣
着
せ
ず
暴
言
を
吐
く
ミ
カ
エ
ル
を
皇
帝
は
気
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
探
り
を
入
れ
る
た
め
、
彼
の
言
動
を
逐
一
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
が
前
述
の
運
輸
・
外
務
長
官
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ヘ
ク
サ
ブ
リ
オ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
八
二
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
当
日
、
ミ
カ
エ
ル
が
帝
位
簒
奪
を
計
画
し
て
い
る
と
の
情
報
を
つ
か
ん

だ
皇
帝
は
、
彼
を
逮
捕
し
、
死
刑
を
言
い
渡
し
た
。
け
れ
ど
も
、
陰
謀
へ
の
加
担
が
露
見
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
皇
帝
側
近
の
者
た
ち
は
密

か
に
皇
帝
暗
殺
を
実
行
し
、
ミ
カ
エ
ル
は
絶
望
の
淵
か
ら
権
力
の
頂
点
へ
と
駆
け
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
史
料
は
、
玉
座
に
着
い
た
時

（
�
）

の
皇
帝
に
は
鉄
の
足
枷
が
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
帝
位
に
つ
い
た
ミ
カ
エ
ル
二
世
で
あ
る
が
、
彼
の
治
世
冒
頭
は
か
つ
て
の
同
僚
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
と
の
死
闘
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
る
。
こ
の
三
年
に
お
よ
ぶ
大
反
乱
に
つ
い
て
は
章
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

三
一



三

ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
（
八
二
一
│
三
年
）：

最
後
の
テ
マ
反
乱

「
ス
ラ
ヴ
人
」
と
い
う
あ
だ
名
を
持
つ
ト
マ
ス
の
出
自
も
ま
た
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
八
〇
三
年
の
反
乱
時
に
ト
マ

ス
は
バ
ル
ダ
ネ
ス
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
領
域
へ
の
追
放
な
い
し
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ら
し
い

（
�
）

こ
と
、
そ
し
て
即
位
し
た
レ
オ
ン
五
世
が
ト
マ
ス
を
か
つ
て
自
分
が
就
任
し
て
い
た
官
職
の
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
に
任
命
し
た
こ

（
�
）

（
�
）

と
、
そ
し
て
年
を
と
っ
て
片
足
が
悪
か
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

八
二
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
冬
季
に
ト
マ
ス
は
反
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
ミ
カ
エ
ル
二
世
に
よ
る
簒
奪
に
対
す
る
も
の
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
ト
マ
ス
は
す
で
に
レ
オ
ン
の
治
世
末
期
に
反
乱
を
準
備
し
て
い
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
研
究
者
の
間
で
意
見
は

（
�
）

分
か
れ
て
い
る
（
後
述
）。

と
も
か
く
ト
マ
ス
率
い
る
反
乱
軍
は
勢
力
を
拡
大
し
、
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
包
囲
攻
撃
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
関
与
し
た
反
乱
は
多
い
が
、
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
ほ
ど
に
注
目
さ
れ
た
反
乱
は
な
い
。
そ
れ

は
関
連
す
る
史
料
記
述
が
か
な
り
の
量
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
こ
の
反
乱
が
他
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ

っ
た
。
ま
ず
は
こ
の
反
乱
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
〇
世
紀
前
半
に
ロ
シ
ア
出
身
の
ビ
ザ
ン
ツ
学
者
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
は
、
こ
の
反
乱
が
持
つ
政
治
・
宗
教
・
社
会
の
三
つ
の
面
で
の
特
徴

（
�
）

を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
存
在
し
た
が
ゆ
え
に
、
ト
マ
ス
の
乱
は
深
刻
な
反
乱
へ
と
発
展
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

政
治
面
で
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
が
注
目
し
た
の
が
、
帝
国
の
主
要
な
軍
事
力
で
あ
る
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
と
オ
プ
シ

キ
オ
ン
を
除
い
て
ト
マ
ス
を
支
持
し
た
こ
と
で
あ
る
。
史
料
は
、
た
だ
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
甥
で
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
司
令
官
の
カ
タ
キ
ュ
ラ

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
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テ
マ
反
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（
�
）

ス
と
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
の
オ
ル
ビ
ア
ノ
ス
（
前
述
）
の
み
が
皇
帝
側
に
つ
い
た
と
記
述
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
反
乱
軍
の
中
に
は
小
ア
ジ
ア
お
よ
び
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
雑
多
な
民
族
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ト
マ
ス
が
ス
ラ
ヴ
人
の

（
�
）

血
を
引
い
て
い
た
た
め
、
ト
ラ
キ
ア
や
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
お
い
て
彼
と
民
族
を
同
じ
く
す
る
人
々
が
続
々
と
反
乱
軍
に
合
流
し
た
と
い
う
。

ま
た
ト
マ
ス
の
乱
は
、
単
な
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
内
政
問
題
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
東
方
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
と
の
対
外
関
係
に
お
い
て

も
見
逃
せ
な
い
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
へ
の
亡
命
経
験
の
あ
る
ト
マ
ス
は
、
カ
リ
フ
の
マ
ム
ー
ン
（
在
位
八
一
三
│
三
三
年
）
と
の
間
で
皇
帝

（
�
）

ミ
カ
エ
ル
二
世
に
対
す
る
盟
約
を
結
び
、
さ
ら
に
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
総
主
教
ヨ
ブ
に
よ
っ
て
帝
冠
を
受
け
た
と
い
う
。

宗
教
面
に
お
い
て
も
、
反
乱
は
帝
国
内
で
の
激
し
い
論
争
・
対
立
を
浮
彫
り
に
し
て
い
た
。
八
一
五
年
以
来
、
先
帝
レ
オ
ン
五
世
に
よ

っ
て
再
開
さ
れ
た
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
を
ミ
カ
エ
ル
帝
が
継
承
し
た
の
に
対
し
、
ど
う
や
ら
ト
マ
ス
は
イ
コ
ン
の
擁
護
者
を
自
認
し
て
い
た

ら
し
い
。
彼
は
自
ら
を
か
つ
て
イ
コ
ン
を
復
活
さ
せ
た
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
だ
と
称
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
コ
ン
崇
敬
派

の
人
々
は
ト
マ
ス
支
持
に
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
反
乱
軍
に
は
こ
れ
ま
で
帝
国
政
府
か
ら
厳
し
い
迫
害
を
受
け
て
き
た
小
ア

（
�
）

ジ
ア
の
異
端
パ
ウ
ロ
派
も
加
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

最
後
に
、
こ
の
反
乱
は
ト
マ
ス
個
人
の
野
心
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た

様
々
な
不
満
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
噴
出
さ
せ
た
と
い
え
る
。
重
税
に
あ
え
い
で
い
た
農
民
、
主
人
の
横
暴
な
搾
取
に
苦
し
ん
で
い
た
隷

属
民
、
そ
し
て
長
期
に
わ
た
る
軍
役
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
兵
士
た
ち
は
、
続
々
と
ト
マ
ス
の
傘
下
に
集
っ
た
。
つ
ま
り
、
ト
マ
ス
の
乱

は
「
社
会
革
命
」
の
性
格
を
帯
び
た
民
衆
運
動
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
�
）

以
上
の
よ
う
な
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
の
主
張
は
、
前
世
紀
初
頭
に
書
か
れ
た
ビ
ュ
ア
リ
の
『
東
ロ
ー
マ
帝
国
史
』（
一
九
一
二
年
）
の
記
述

と
あ
わ
せ
て
、
戦
後
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
の
『
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
史
』
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
こ
れ
が
ト
マ
ス
反
乱
に
つ
い
て
の
基
本
イ

（
�
）

メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
は
反
乱
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
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と
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反
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「
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
反
乱
の
動
き
が
社
会
革
命
的
な
性
格
を
獲
得
し
た
事
実
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
マ
ス
は
、

貧
し
い
者
た
ち
の
保
護
者
と
し
て
、
彼
ら
の
重
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
経
済
的
困
窮
、
過
度
な
税
負

担
、
そ
し
て
政
府
役
人
に
よ
る
横
暴
に
憤
慨
し
た
大
衆
を
動
員
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
年
代
記
作
者
は
述
べ
て
い
る
。

「
奴
隷
は
自
分
の
主
人
に
、
兵
士
は
自
分
の
司
令
官
に
対
し
て
殺
害
の
手
を
あ
げ
た
」。

反
乱
は
民
族
的
、
宗
教
的
そ
し
て
社
会
的
対
立
に
乗
じ
て
、
ま
も
な
く
小
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
が
り
、
小
ア
ジ
ア
の
六
つ
の

テ
マ
の
中
で
皇
帝
に
忠
誠
を
示
し
た
の
は
、
オ
プ
シ
キ
オ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
ン
だ
け
で
あ
っ
た
。
ト
マ
ス
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の

総
主
教
に
よ
っ
て
皇
帝
に
加
冠
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
カ
リ
フ
の
承
諾
な
し
に
は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ

・
テ
マ
の
支
援
に
よ
り
艦
隊
を
獲
得
し
た
ト
マ
ス
は
、
こ
れ
を
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
渡
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
に
い
る
イ
コ
ン
を

支
持
す
る
住
民
た
ち
を
自
分
の
傘
下
に
集
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
早
く
も
八
二
一
年
一
二
月
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

の
包
囲
が
始
ま
り
、
そ
れ
は
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
し
か
し
結
局
、
反
乱
勢
力
は
こ
れ
に
よ
っ
て
破
滅
し
た
。
統
制
の
取

れ
な
い
大
衆
運
動
を
打
ち
負
か
し
た
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
皇
帝
の
戦
い
お
け
る
優
れ
た
統
率
力
で
あ
っ
た
。
と
り

わ
け
、
ミ
カ
エ
ル
二
世
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
カ
ン
の
支
援
に
助
け
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
か
つ
て
テ
ル
ヴ
ェ
ル
が
レ
オ
ン
三
世
に
味
方

し
て
ア
ラ
ブ
人
に
対
抗
し
た
よ
う
に
、
今
回
は
ビ
ザ
ン
ツ
に
と
っ
て
極
め
つ
き
の
難
敵
（＝

ク
ル
ム
）
の
息
子
オ
ム
ル
タ
グ
が
ミ
カ

エ
ル
二
世
を
助
け
て
ト
マ
ス
の
反
乱
に
対
抗
し
、
そ
の
軍
隊
を
け
ち
ら
し
た
。
八
二
三
年
春
に
は
ト
マ
ス
は
攻
囲
を
解
か
ざ
る
を
え

な
く
な
り
、
運
動
は
崩
壊
し
た
。
そ
れ
で
も
ト
マ
ス
は
わ
ず
か
な
手
勢
と
と
も
に
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
ポ
リ
ス
に
こ
も
っ
て
、
よ
う
や
く

一
〇
月
に
な
っ
て
皇
帝
軍
の
手
に
落
ち
、
残
虐
な
拷
問
の
末
に
処
刑
さ
れ
た
（
中
谷
訳
）。」

ト
マ
ス
の
乱
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
ソ
ビ
エ
ト
の
ビ
ザ
ン
ツ
学
界
に
お
い
て
も
、
リ
ー
プ
シ
ッ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
に
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よ
っ
て
社
会
・
経
済
面
か
ら
そ
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
彼
女
は
、
ト
マ
ス
の
乱
は
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
の
成
立
過
程
に
お
け
る
転
機

（
�
）

と
な
っ
た
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
通
説
に
対
し
て
は
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
た
。
戦
後
フ
ラ
ン
ス
・
ビ
ザ
ン
ツ
史
学
界
の
重
鎮
ル
メ
ル
ル
は
、

（
�
）

「
ト
マ
ス
反
乱
の
原
動
力＝

民
族
・
宗
教
・
社
会
的
不
満
」
と
い
う
図
式
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
史
料
に
忠
実

で
徹
底
し
た
実
証
の
立
場
を
貫
く
彼
の
議
論
は
、
従
来
の
学
説
を
こ
と
ご
と
く
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ル
メ
ル
ル
に
よ
る
通
説
批
判
は
、
ま
ず
史
料
の
検
証
か
ら
始
ま
る
。
七
・
八
世
紀
は
ビ
ザ
ン
ツ
史
上
で
情
報
の
乏
し
い
時
代
で
あ
っ
た

が
、
九
世
紀
に
入
る
と
史
料
は
そ
の
数
・
内
容
と
も
に
次
第
に
充
実
し
て
く
る
。
九
世
紀
二
〇
年
代
に
起
っ
た
ト
マ
ス
の
乱
に
言
及
す
る

史
料
は
、
主
な
も
の
だ
け
で
四
つ
あ
り
（
す
で
に
取
り
上
げ
た
ゲ
ネ
シ
オ
ス
の
『
皇
帝
列
伝
』
と
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
』
に
加
え
て
、
皇

（
�
）

帝
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
フ
ラ
ン
ク
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
敬
虔
帝
あ
て
書
簡
（
ラ
テ
ン
語
）、
そ
し
て
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
執
筆
さ
れ
た
修
道
士

（
�
）

ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
の
『
年
代
記
』）、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
対
照
が
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ゲ
ネ
シ
オ
ス
『
皇
帝
列
伝
』
と
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
』
を
読
ん
で
い
く
と
、
反
乱
の
前
史
す
な
わ
ち
ト
マ
ス
の
出
自
や
反

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

（
�
）

乱
の
原
因
・
性
格
に
つ
い
て
記
述
し
た
箇
所
に
は
、
互
い
に
矛
盾
す
る
二
つ
の
異
本
が
存
在
し
、
し
か
も
史
料
ご
と
に
別
個
の
異
本
が
採

用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
が
同
時
に
併
記
さ
れ
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
来
の
研
究
者
た
ち
が
こ
の
二

（
�
）

つ
の
異
本
か
ら
の
情
報
を
苦
心
し
て
統
合
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ル
メ
ル
ル
は
両
異
本
の
事
実
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
た
結
果
、

一
方
（
彼
が
「
シ
リ
ア
本
」
と
呼
ぶ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ａ
）
は
ほ
と
ん
ど
真
実
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
そ
れ
は
主
要
史
料
の
一
つ
で
あ
る
「
ミ

カ
エ
ル
二
世
の
書
簡
」
に
見
ら
れ
る
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
焼
き
直
し
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。

た
と
え
ば
「
シ
リ
ア
本
」
で
は
、
ト
マ
ス
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
の
に
、
他
の
箇
所
で
は
イ
コ
ン
崇
拝
を
擁
護
し
た
と
あ
っ
た

り
、
反
乱
軍
の
主
力
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
、
と
い
っ
た
と
て
も
事
実
と
は
思
え
な
い
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
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こ
に
は
明
ら
か
に
ト
マ
ス
個
人
や
叛
徒
た
ち
へ
の
誹
謗
中
傷
が
感
じ
ら
れ
る
。
反
乱
鎮
圧
直
後
の
八
二
四
年
に
書
か
れ
た
「
ミ
カ
エ
ル
二

世
の
書
簡
」
に
お
い
て
、
事
件
は
レ
オ
ン
五
世
の
治
世
末
に
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
、
ル
メ
ル
ル
は
ミ
カ
エ
ル
に
よ
る
自
身
の

即
位
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
事
実
の
改
竄
と
見
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
自
身
の
ク
ー
デ
タ
の
正
当
化
の
た
め
に
ト
マ
ス
の
乱
を
利

用
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
方
の
異
本
「
小
ア
ジ
ア
本
」（
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
Ｂ
）
は
、
は
や
り
叛
徒
ト
マ
ス
個
人
を
め
ぐ
っ
て
は
信
用
で

き
な
い
箇
所
も
か
な
り
見
ら
れ
る
も
の
の
、
史
料
の
前
後
の
記
述
と
整
合
性
が
あ
っ
て
信
頼
度
が
高
い
。
よ
っ
て
反
乱
史
は
「
小
ア
ジ
ア

本
」
に
し
た
が
っ
て
再
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
�
）

同
様
の
史
料
批
判
は
、
す
で
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
研
究
者
バ
リ
シ
ッ
チ
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
旧
東
ド
イ

ツ
の
ケ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ル
メ
ル
ル
は
二
つ
の
異
本
を
あ
ま
り
に
截
然
と
区
別
し
す
ぎ
で
あ
る
と
批
判
し
、
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
プ
ロ
パ

（
�
）

ガ
ン
ダ
に
よ
る
記
述
は
実
際
に
は
あ
る
程
度
は
歴
史
性
の
あ
る
内
容
を
歪
め
た
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

少
々
長
く
な
っ
た
が
、
以
上
ト
マ
ス
の
乱
に
関
す
る
研
究
史
を
ま
と
め
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
を
集
め
て
き
た
ト
マ
ス
の
乱

の
特
長
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
反
乱
へ
の
異
民
族
の
参
加
に
つ
い
て
。「
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
書
簡
」
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

「
そ
し
て
こ
れ
ら
を
手
短
に
述
べ
る
と
、
ト
マ
ス
自
身
は
サ
ラ
セ
ン
人
、
ペ
ル
シ
ア
人
、
イ
ベ
リ
ア
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ア
ブ
ハ

ジ
ア
人
そ
し
て
そ
の
他
の
異
民
族
と
と
も
に
突
如
ペ
ル
シ
ア
か
ら
出
て
、
こ
の
よ
う
な
強
力
な
軍
勢
で
戦
い
を
始
め
、
略
奪
に
よ
り

全
ア
ル
メ
ニ
ア
公
領
（totum

A
rm

oeniae
ducatum

）、
そ
し
て
同
時
に
コ
ー
カ
サ
ス
の
山
に
住
む
民
族
で
あ
る
カ
ル
デ
ア
公
領

（ducatum
C

haldeae

）
を
自
ら
に
服
属
さ
せ
、
さ
ら
に
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
（dux

A
rm

eniacorum

）
を
も
強
力
な
軍
勢
に
よ
っ
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（
�
）

て
打
ち
負
か
し
た
。」

民
族
の
列
挙
は
ゲ
ネ
シ
オ
ス
や
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
』
で
は
さ
ら
に
誇
張
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
て
、
イ
ン
ド
人
、
エ
ジ
プ
ト

人
、
ア
ッ
シ
リ
ア
人
、
メ
デ
ィ
ア
人
、
ジ
キ
ア
人
、
カ
ベ
イ
リ
ア
人
、
ス
ラ
ヴ
人
、
フ
ン
人
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
、
ゲ
タ
イ
人
、
マ
ニ
教
徒

（
�
）

（
パ
ウ
ロ
派
異
端
）、
ラ
ズ
人
、
ア
ラ
ン
人
、
カ
ル
デ
ア
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
そ
し
て
「
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
の
民
族
」
が
追
加
さ
れ
る
。

記
述
の
こ
の
部
分
は
、
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
テ
マ
将
兵
か
ら
の
不
人
気
と
ト
マ
ス
の
気
さ
く
な
性
格
の
紹
介
に
続
い
て
、
内
外
の
人
々
が

後
者
を
支
持
し
た
と
続
く
箇
所
に
あ
た
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
や
コ
ー
カ
サ
ス
諸
民
族
な
ど
異
民
族
の
参
加
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
記
述

は
か
な
り
レ
ト
リ
ッ
ク
の
要
素
が
強
い
だ
け
に
強
調
し
す
ぎ
る
の
は
危
険
だ
ろ
う
。
皇
帝
の
書
簡
は
テ
マ
軍
団
と
し
て
皇
帝
側
の
ア
ル
メ

ニ
ア
コ
イ
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
多
く
の
テ
マ
軍
が
反
乱
に
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ア
ラ
ブ
人
と
の
同
盟
関
係
に
つ
い
て
も
、
ト
マ
ス
の
真
の
狙
い
は
内
乱
期
間
中
の
東
方
国
境
の
安
定
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
反
乱
の
混
乱
に
乗
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
が
帝
国
内
に
侵
入
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
、
シ
リ
ア
に
進
軍
し
て
和
平
を
取
り
結

び
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
総
主
教
か
ら
加
冠
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
反
乱
軍
の
主
要
構
成
員
は
書
簡
か
ら
想
像
さ
れ
る

よ
う
な
寄
せ
集
め
の
烏
合
の
衆
で
は
な
く
、
ル
メ
ル
ル
も
主
張
す
る
よ
う
に
帝
国
正
規
軍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
宗
教
面
に
つ
い
て
。「
小
ア
ジ
ア
本
」
で
の
ト
マ
ス
が
イ
コ
ン
崇
敬
派
で
あ
っ
た
と
か
、
自
ら
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
と

称
し
た
と
い
う
主
張
も
か
な
り
怪
し
い
。
な
る
ほ
ど
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
に
反
対
す
る
都
市
が
反
乱
軍
側
に
つ
い
た
例
は
二
、
三
あ
る
も

の
の
、
大
部
分
の
イ
コ
ン
擁
護
者
た
ち
は
動
か
な
か
っ
た
。
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
迫
害
に
よ
る
殉
教
者
を
主
人
公
と
し
た
当
時
の
聖
人
伝
の

（
�
）

多
く
は
ト
マ
ス
を
「
反
逆
者
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
パ
ウ
ロ
派
異
端
の
反
乱
参
加
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
。
パ
ウ
ロ
派
異
端
者
は
イ
コ
ン
の
み
な
ら
ず
十
字
架
へ
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の
礼
拝
さ
え
も
拒
否
し
て
い
た
か
ら
、
万
一
彼
ら
が
ト
マ
ス
の
軍
中
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
正
統
派
で
あ
る
イ
コ
ン
崇
敬
派
が
反
乱

を
支
持
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ト
皇
帝
へ
の
対
抗
上
、
ト
マ
ス
が
イ
コ
ン
支
持
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
か
も

し
れ
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
こ
と
が
直
接
反
乱
の
動
向
を
大
き
く
左
右
さ
せ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
家
た
ち
が
強
調
す
る
社
会
・
経
済
的
要
因
は
ど
う
か
。
ル
メ
ル
ル
は
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
反
乱
が
社
会

・
経
済
上
の
背
景
を
全
く
欠
い
て
い
た
は
ず
は
な
い
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
史
料
記
述
に
忠
実
で
あ
る
か
ぎ
り
、
今
回
の
反
乱
だ
け
に
特

別
重
大
な
社
会
・
経
済
上
の
動
機
を
見
出
だ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
反
乱
の
民
衆
運
動
と
し
て
の
性
格
を
示
す
記
述
と
し

（
�
）

て
は
、「
奴
隷
は
主
人
に
、
兵
士
は
上
官
に
、
そ
し
て
将
校
は
指
令
官
に
対
し
殺
害
の
手
を
あ
げ
た
」
と
い
っ
た
具
体
性
を
欠
く
表
現
だ

け
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
多
く
の
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
一
致
し
て
ト
マ
ス
を
支
援
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
言
い

回
し
は
反
乱
に
よ
る
混
乱
の
大
き
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
ル
メ
ル
ル
は
、
反
乱
に
お
け
る
社
会
・
経
済
上
の
要

因
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
を
戒
め
る
。

こ
う
し
て
、
ト
マ
ス
の
乱
は
民
族
・
宗
教
・
社
会
上
の
不
満
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
、
と
の
通
説
は
一
掃
さ
れ
た
。
か
わ
っ
て
ル
メ
ル

ル
が
採
用
し
た
の
は
、
か
つ
て
の
同
僚
で
恩
人
で
も
あ
る
先
帝
レ
オ
ン
五
世
を
殺
害
し
て
帝
位
に
つ
い
た
ミ
カ
エ
ル
二
世
に
対
し
ト
マ
ス

は
弔
い
合
戦
を
い
ど
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
彼
の
結
論
は
ト
マ
ス
の
乱
を
ビ
ザ
ン
ツ
史
上
の
他
の
多
く
の
反
乱
と
同
列
に
あ

つ
か
う
平
凡
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
ル
メ
ル
ル
の
主
張
は
徹
底
し
た
史
料
考
証
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
簡
単
に
退
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
ソ
ビ

エ
ト
の
ビ
ザ
ン
ツ
学
者
カ
ジ
ュ
ダ
ー
ン
に
よ
る
批
判
も
あ
ま
り
有
効
と
は
思
え
な
い
し
、
先
に
挙
げ
た
ケ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
論
考
も
ル
メ

ル
ル
説
の
論
駁
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
彼
の
考
察
を
受
け
た
上
で
の
議
論
の
深
化
を
目
指
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
反
乱
が
持
っ
て
い
た
独
自
性
で
は
な
く
同
時
代
に
発
生
し
た
他
の
反
乱
と
の
類
似
性
で
あ
る
。
ト
マ
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ス
の
乱
は
八
世
紀
初
頭
か
ら
の
一
連
の
軍
事
反
乱
の
最
終
段
階
に
当
た
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
従
来
の
研
究
は
こ
の
反
乱
の
独
自
性
を

強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
多
く
の
反
乱
の
存
在
と
の
関
連
を
無
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
を
「
テ
マ
反
乱
の
時
代
」
と
と
ら
え
、
さ
ら
に
「
テ
マ
反
乱
」
に
つ
い
て
定
義
づ
け
を
試
み

（
�
）
た
。
す
な
わ
ち
、
小
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
複
数
の
テ
マ
軍
団
が
現
政
権
に
対
抗
し
、
自
分
た
ち
の
皇
帝
候
補
者
を
推
戴
し
つ
つ
首
都
に

向
け
て
進
軍
す
る
軍
事
反
乱
で
あ
る
。
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
は
、
彼
の
野
心
や
宗
教
上
の
立
場
、
合
流
し
た
人
々
の
構
成
が
ど
う
で
あ

れ
、
こ
の
よ
う
な
「
テ
マ
反
乱
」
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

ト
マ
ス
の
乱
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
大
反
乱
に
発
展
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
彼
が
多
く
の
テ
マ
軍
団
の
支
持
を
獲
得
で
き
た
こ
と

に
そ
の
お
も
な
理
由
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
反
乱
の
約
十
年
前
の
レ
オ
ン
五
世
の
即
位
時
に
も
テ
マ
軍
団
に
よ
る
擁

立
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
帝
国
軍
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
軍
に
連
続
し
て
大
敗
す
る
と
い
う
非
常
時
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
む
し
ろ
二

十
年
前
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
に
対
す
る
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
乱
と
の
類
似
が
想
起
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
九
世
紀
の
「
テ
マ
反
乱
」
に
お
い
て
そ
の
中
心
に
は
い
つ
も
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍
団
が
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ

ス
は
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
で
あ
っ
た
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
も
こ
の
テ
マ
領
内
の
出
身
で
あ
り
、
皇
帝
位
を
獲
得
し
た
と
き
は
同
じ

く
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
と
し
て
帝
国
軍
を
指
揮
し
て
い
た
。
そ
し
て
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
も
ま
た
レ
オ
ン
五
世
に
よ
っ
て
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
軍

団
の
ナ
ン
バ
ー
二
、
か
つ
て
レ
オ
ン
も
就
任
し
た
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
蜂
起
時
に
彼
は
こ
の
職
に
あ

（
�
）

っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
を
中
心
に
多
く
の
テ
マ
軍
団
の
支
援
を
獲
得
で
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
レ
オ
ン
五
世
を
殺
害
し
て
皇
帝
と
な
っ
た
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
出
世
の
仕
方
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
。
ア
モ
リ
オ
ン
生
ま
れ
で
ア

ナ
ト
リ
コ
イ
将
軍
の
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
に
仕
え
た
点
は
レ
オ
ン
や
ト
マ
ス
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
に

寝
返
っ
た
後
は
、
お
そ
ら
く
皇
帝
の
近
臣
と
し
て
幕
僚
長
を
つ
と
め
、
そ
の
後
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
の
馬
丁
長
、
そ
し
て
彼
が
帝
位

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

三
九



に
つ
く
と
エ
ク
ス
ク
ビ
テ
ス
近
衛
連
隊
長
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
彼
は
首
都
を
中
心
と
し
た
軍
歴
を
歩
ん
だ
の
で
あ

り
、
実
際
に
首
都
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
帝
位
を
簒
奪
し
た
。
確
証
は
な
い
も
の
の
、
ミ
カ
エ
ル
の
こ
の
よ
う
な
経
歴
と
ア
ナ
ト

リ
コ
イ
の
将
兵
に
不
人
気
で
あ
っ
た
と
の
史
料
記
述
に
は
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
で
興
味
深
い
事
実
に
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
対
立
の
構
図
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
二
世
側
で

戦
っ
た
の
が
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
と
オ
プ
シ
キ
オ
ン
軍
団
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
・
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
・
ブ
ケ
ラ
リ
オ
イ
・
キ

ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
が
反
乱
者
側
で
戦
っ
た
。
こ
れ
は
約
一
世
紀
前
の
大
規
模
な
「
テ
マ
反
乱
」
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
の
乱
と
同
じ
構
図
と
な

っ
て
い
る
（
た
だ
し
ブ
ケ
ラ
リ
オ
イ
は
成
立
前
）。
首
都
を
守
る
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
を
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
と
オ
プ
シ
キ
オ
ン
が
支
援
し
、

皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
は
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
を
含
め
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
と
ト
ラ
ケ
シ
オ
イ
の
軍
隊
を
味
方
に
つ
け
た
。

た
だ
し
、
構
図
は
そ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
推
進
側
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
（
イ
コ
ン
崇
敬
派
の
可
能
性
の
あ
る
）
グ
ル

ー
プ
の
構
成
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
と
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
動
向
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
あ
ま

（
�
）

り
意
味
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
「
テ
マ
反
乱
」
を
考
察
す
る
上
で
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
を
め
ぐ
る
動
向
を
あ
ま

り
詳
し
く
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
、
構
図
は
似
て
い
る
が
、
結
果
も
ま
っ
た
く
逆
と
な
っ
た
。
ア
ル
タ
バ
ス
ド
ス
の
乱
で
は
、
勝
利
し
た
の
は
首
都
を
兵
糧
攻
め
に

し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
の
側
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
上
で
は
め
ず
ら
し
く
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
こ
も
る
勢
力
が
敗
退

し
た
。
一
方
、
ト
マ
ス
の
乱
で
は
首
都
攻
撃
は
一
年
以
上
に
お
よ
ん
だ
も
の
の
成
功
せ
ず
、
最
後
に
籠
城
の
う
え
敗
退
し
た
の
は
ア
ル
カ

デ
ィ
オ
ポ
リ
ス
に
こ
も
る
ト
マ
ス
の
方
で
あ
っ
た
。

次
に
、
ト
マ
ス
に
よ
る
反
乱
に
か
か
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
皇
帝
側
で
は
、
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
の
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス

が
彼
の
息
子
の
バ
ル
サ
キ
オ
ス
と
ナ
サ
ル
（
と
も
に
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
）
と
と
も
に
言
及
さ
れ
る
（
た
だ
し
反
乱
に
お
け
る
具
体
的
行
動

九
世
紀
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（
�
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は
不
明
）。
ト
マ
ス
側
で
は
、
皇
帝
の
寵
愛
を
失
っ
た
元
将
軍
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
プ
テ
ロ
ト
ス
（
前
述
）
が
逃
亡
先
の
キ
ク
ラ
デ
ス
諸

（
�
）

島
方
面
か
ら
到
来
し
て
反
乱
軍
に
合
流
し
て
い
る
が
、
彼
は
レ
オ
ン
五
世
の
親
戚
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ト
マ
ス
が
養
子
に
迎
え
、
軍
隊

を
あ
ず
け
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
オ
ス
が
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
軍
団
と
の
戦
い
で
敗
死
す
る
と
、
ト
マ
ス
は
別
の
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
な
る
人
物

（
�
）

を
養
子
と
し
て
首
都
攻
撃
に
着
手
し
た
。

ト
マ
ス
の
乱
の
発
生
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
き
た
い
。
通
説
で
は
ト
マ
ス
は
ミ
カ
エ
ル
二
世
に
対
抗
し
て
蜂
起
し
た
と
な

る
。
こ
れ
は
「
テ
マ
反
乱
」
の
観
点
か
ら
は
、
帝
国
中
央
で
の
政
治
動
向
に
対
し
て
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
反
抗
す
る
、
と
い
う
点
で

そ
の
他
の
反
乱
の
場
合
と
整
合
す
る
。
私
は
ル
メ
ル
ル
や
ホ
ル
ド
ン
ら
と
と
も
に
こ
ち
ら
を
支
持
し
た
い
。

他
方
、
も
し
も
反
乱
が
す
で
に
レ
オ
ン
五
世
治
下
で
発
生
し
て
い
た
、
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、

小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
多
く
が
か
つ
て
自
分
た
ち
が
擁
立
し
た
皇
帝
に
対
し
て
蜂
起
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
ト
マ
ス
の
反
乱
に
同
調

し
た
の
か
理
由
は
明
か
と
は
な
ら
な
い
が
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
将
兵
た
ち
は
レ
オ
ン
の
政
治
に
何
か
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た
と

い
う
仮
説
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
身
内
の
テ
マ
将
軍
た
ち
を
抜
擢
し
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
を
展
開
す
る
な
ど
、
レ
オ
ン
三
世
に
似
た
政
策

（
�
）

を
遂
行
し
た
よ
う
に
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
オ
ン
五
世
は
七
年
ほ
ど
で
将
兵
た
ち
か
ら
の
信
認
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
ち
ら

の
仮
説
を
採
用
し
て
も
、「
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
に
支
え
ら
れ
た
政
権
」
へ
の
復
帰
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
ト
マ
ス
の
乱
は
単
な
る
大
規
模
な
軍
事
反
乱
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
存
在
し
た
不
満

が
噴
出
し
た
出
来
事
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
史
料
情
報
の
制
約
も
あ
っ
て
現
状
で
は
こ
の
問
題
に
明
確
な

判
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ト
マ
ス
の
乱
に
せ
よ
、
他
の
も
の
に
せ
よ
、
反
乱
が
何
ら
か
の
民
衆
運
動
の
要
素
を
含
ん

で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
事
力
を
伴
っ
た
媒
介
者＝

テ
マ
軍
団
を
通
じ
て
地
方
の
不
満
と
い
う
形
で
噴
出
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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実
際
、
反
乱
に
参
加
し
た
テ
マ
兵
士
の
大
半
は
一
定
の
土
地
を
持
つ
農
民
階
層
の
出
身
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ト
マ
ス
は
首
都
に
運

（
�
）

ば
れ
る
は
ず
の
租
税
を
差
し
押
さ
え
、
自
軍
に
ば
ら
ま
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
の
方
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ

（
�
）

・
オ
プ
シ
キ
オ
ン
両
テ
マ
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
テ
マ
の
住
民
に
租
税
の
一
部
免
除
を
約
束
し
た
。
と
も
か
く
、
ト
マ
ス
の

乱
の
支
持
母
体
を
狭
く
軍
隊
や
異
民
族
に
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能
性
は
残
る
。
そ
し
て
、
反
乱
参
加
者
に
対
す
る
処
罰

が
比
較
的
寛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

お

わ

り

に

も
う
一
度
、
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
状
況
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

八
〇
二
年
に
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
帝
位
に
つ
い
た
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
は
、
税
務
長
官
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
り
、
首
都
の
政
府
閣
僚

や
近
衛
連
隊
タ
グ
マ
の
支
持
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
は
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
帝
の
戦
死
後
に
帝
位
を
継
承
し
た
彼
の
娘
婿
ミ
カ
エ
ル
一
世
に
つ

い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
の
ト
マ
ス
の
同
僚
で
あ
る
ミ
カ
エ
ル
二
世
も
首
都
勢
力
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
人
物
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ア
モ
リ
オ
ン
の
ミ
カ
エ
ル
は
バ
ル
ダ
ネ
ス
反
乱
の
際
に
皇
帝
側
に
寝
返
り
、
お
そ
ら
く
皇
帝
の
幕
僚
長
に
任
命
さ
れ
た
の
に

（
�
）

続
い
て
、
同
僚
の
レ
オ
ン
五
世
が
皇
帝
と
な
る
と
近
衛
連
隊
エ
ク
ス
ク
ビ
テ
ス
の
司
令
官
に
抜
擢
さ
れ
た
。
彼
が
八
二
〇
年
末
に
帝
位
に

（
�
）

つ
け
た
の
も
、
政
府
内
の
彼
の
支
持
者
た
ち
が
皇
帝
レ
オ
ン
を
暗
殺
し
、
ク
ー
デ
タ
を
成
功
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
の
は
、
大
ま
か
で
は
あ
る
が
図
式
化
す
る
と
、
①
首
都
高
官
／
官
僚
／
近
衛
連
隊
（
首
都
勢
力
の
支
持
）
↓
②
陰
謀

・
ク
ー
デ
タ
↓
③
皇
帝
位
簒
奪
／
継
承
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
Ａ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
権
の
継
承
や
交
代
の
か
た
ち
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
に
お
い
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
は
首
都

九
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内
の
、
と
り
わ
け
宮
廷
内
で
の
主
導
権
争
い
を
通
じ
て
動
く
こ
と
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
首
都
の
外
部
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て
政
権
が
事

実
上
簒
奪
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
七
世
紀
の
前
半
の
フ
ォ
カ
ス
帝
の
簒
奪
や
彼
を
打
倒
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
ケ

ー
ス
で
は
、
主
導
権
を
握
っ
た
勢
力
が
い
ず
れ
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
首
都
の
政
府
関
係
者
に
加
え
て
サ
ー
カ
ス
党
派
を
含
む
首
都
民
衆
も

無
視
で
き
な
い
動
き
を
示
し
た
。
六
四
一
年
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
孫
で
あ
る
コ
ン
ス
タ
ン
ス
二
世
の
即
位
を
最
後
に
支
え
た
の
も
首

（
�
）

都
民
衆
と
元
老
院
で
あ
っ
た
。

七
世
紀
後
半
に
な
る
と
軍
事
反
乱
が
多
発
化
し
、
軍
隊
の
発
言
力
が
増
し
て
い
っ
た
。「
混
乱
の
二
〇
年
」
に
お
い
て
は
、
遠
征
艦
隊

な
ど
を
除
く
な
ら
帝
位
簒
奪
に
際
し
て
主
導
権
を
発
揮
し
た
の
は
首
都
勢
力
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
う
る
オ
プ
シ
キ
オ
ン
軍
団
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
六
九
五
年
の
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
の
蜂
起
に
よ
る
簒
奪
や
七
一
三
年
の
政
府
役
人
で
あ
る
ア
ナ
ス
タ
シ
オ

ス
二
世
の
擁
立
な
ど
首
都
で
の
動
向
が
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
史
料
に
首
都
の
民
衆
が
登
場
す
る
ケ
ー
ス
は
し
だ
い

（
�
）

に
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

レ
オ
ン
三
世
の
即
位
以
後
に
な
る
と
、
そ
も
そ
も
首
都
勢
力
の
政
治
上
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
が
再
び
活
発
化

（
�
）

す
る
に
は
半
世
紀
以
上
後
の
エ
イ
レ
ネ
摂
政
期
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
皇
帝
擁
立
を
め
ぐ
る
首
都
勢
力
の
積
極

性
の
回
復
は
、
以
上
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
た
動
き
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
首
都
民
衆
の
活
躍
の
姿
は
ま
っ
た
く
と
い
い
ほ
ど
見

出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
。

八
世
紀
末
か
ら
の
首
都
勢
力
の
回
復
、
そ
の
主
導
に
よ
る
政
権
の
継
承
・
交
代
と
い
う
動
き
に
対
し
て
は
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
か

ら
異
議
申
し
立
て
が
そ
の
つ
ど
発
生
し
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
定
義
す
る
「
テ
マ
反
乱
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
お
り
、
皇
帝
位
を
め

ぐ
る
争
い
は
前
述
の
パ
タ
ー
ン
Ａ
と
は
別
の
形
態
で
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
世
紀
初
頭
の
三
つ
の
テ
マ
反
乱
に
は
①
ア
ナ
ト
リ
コ

イ
将
軍
／
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
師
団
長
（
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
の
支
持
）
↓
②
軍
事
反
乱
↓
③
皇
帝
位
簒
奪
／
失
敗
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱
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（
�
）

Ｂ
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
七
九
〇
年
の
テ
マ
反
乱
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
軍
団
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

ま
と
め
る
と
、
Ａ
パ
タ
ー
ン
で
は
首
都＝

中
央
に
支
持
基
盤
を
置
く
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
・
ミ
カ
エ
ル
一
世
・
ミ
カ
エ
ル
二
世
と
い
う

形
態
、
も
う
ひ
と
つ
の
Ｂ
パ
タ
ー
ン
で
は
バ
ル
ダ
ネ
ス
・
レ
オ
ン
五
世
・
ト
マ
ス
と
い
う
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
を
中
心
と
し
た
テ
マ
軍
団＝

地

方
に
支
え
ら
れ
た
勢
力
（
軍
事
反
乱
）、
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
以
上
、
単
純
化
し
す
ぎ
の
き
ら
い
は
あ
る
も
の
の
、
九
世
紀
初
頭
は
政

治
面
で
は
皇
帝
擁
立
を
め
ぐ
る
中
央
と
地
方
と
の
「
鍔
ぜ
り
合
い
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
時
期
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
な
政
治
の
流
れ
を
概
観
し
た
時
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
二
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
帝
位
の
交
代
が
六
回
く
り
か
さ
れ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
一
世
紀
前
の
「
混
乱
の
二
〇
年
」
と
比
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
丸
の
番
号
は
成
功
し
た
反
乱
・
陰

謀
、
×
は
不
成
功
）。―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
混
乱
の
二
〇
年
」（
六
九
五
│
七
一
七
年
）

テ
マ
反
乱
多
発
化
の
三
〇
年
（
七
九
〇
│
八
二
三
年
）

①
レ
オ
ン
テ
ィ
オ
ス
（
簒
奪
／
首
都
騒
乱
）

①
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
（
親
政
／
テ
マ
反
乱
）

（
�
）

②
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
三
世
（
簒
奪
／
軍
事
反
乱
）

②
エ
イ
レ
ネ
女
帝
（
簒
奪
／
首
都
陰
謀
）

③
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ノ
ス
二
世
重
祚
（
簒
奪
）

③
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
（
簒
奪
／
首
都
陰
謀
）

④
フ
ィ
リ
ッ
ピ
コ
ス
（
簒
奪
／
軍
事
反
乱
）

・
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
（
×

／
テ
マ
反
乱
）

⑤
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
二
世
（
簒
奪
／
首
都
陰
謀
）

・
ア
ル
サ
ベ
ル
（
×

／
首
都
陰
謀
）

⑥
テ
オ
ド
シ
オ
ス
三
世
（
簒
奪
／
軍
事
反
乱
）

・
ス
タ
ウ
ラ
キ
オ
ス
（
継
承
／
共
同
皇
帝
）

⑦
レ
オ
ン
三
世
（
簒
奪
／
テ
マ
反
乱
）

④
ミ
カ
エ
ル
一
世
（
簒
奪
／
首
都
陰
謀
）

・
テ
マ
・
シ
チ
リ
ア
（
×

反
乱
）

⑤
レ
オ
ン
五
世
（
簒
奪
／
テ
マ
反
乱
）

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

四
四



・
ア
ル
テ
ミ
オ
ス
（
×

再
登
極
計
画
）

⑥
ミ
カ
エ
ル
二
世
（
簒
奪
／
首
都
陰
謀
）

・
テ
マ
・
ヘ
ラ
ス
な
ど
（
×

反
乱
）

・
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
（
×

／
テ
マ
反
乱
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

傾
向
と
し
て
は
、
後
者
で
は
武
力
に
よ
る
簒
奪
の
ケ
ー
ス
が
減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
軍
事
反
乱
の
不
成
功
が
目
立
ち
、
陰
謀
や
ク
ー

デ
タ
な
ど
政
治
が
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
で
、
テ
マ
反
乱

の
多
発
化
、
つ
ま
り
テ
マ
の
勢
力
が
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
を
中
心
に
皇
帝
擁
立
・
反
乱
を
く
り
か
え
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
原

因
と
は
何
か
。
す
で
に
述
べ
た
こ
と
の
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
八
世
紀
末
以
来
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
勢
力
、
具
体
的

に
は
首
都
高
官
や
そ
の
下
に
あ
る
官
僚
た
ち
、
そ
し
て
軍
事
面
で
は
皇
帝
に
直
属
す
る
近
衛
連
隊
タ
グ
マ
の
整
備
と
そ
の
影
響
力
の
拡
大

が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
中
央
勢
力
の
成
長
は
、
従
来
の
よ
う
な
地
方
の
テ
マ
を
中
心
と
し
た
皇
帝
の
推
戴
と
い
う
事
態
の
展
開

を
阻
み
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
隊
が
帝
権
樹
立
に
お
い
て
主
導
権
を
発
揮
す
る
時
代
は
終
焉
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。

八
二
三
年
、
三
年
に
わ
た
る
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
大
反
乱
は
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
の
軍
隊
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
ト
マ
ス
は
拷
問
の
末
処
刑

さ
れ
た
。
こ
こ
に
八
世
紀
初
頭
以
来
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
「
テ
マ
反
乱
の
時
代
」
は
事
実
上
の
終
焉
を
む
か
え
る
。「
混
乱
の
二
〇
年
」

を
へ
て
レ
オ
ン
三
世
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
下
支
え
す
る
か
た
ち
で
の
軍
事
色
の
強
い
政
権
は
、
九
世
紀
初
頭

の
レ
オ
ン
五
世
に
よ
っ
て
再
度
設
定
が
試
み
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
続
き
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
八
世
紀
末
の
エ
イ
レ
ネ
政
権

以
後
、
ゆ
ら
ぎ
が
生
じ
て
き
た
「
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
に
支
え
ら
れ
た
政
権
」
と
い
う
政
治
構
図
は
こ
こ
に
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

四
五
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取
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pp.1−
101,

p.5

が
あ
る
。
前
者
は
、
簡
潔
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反
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反
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仲
介
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。
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「
ス
ト
ゥ
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ロ
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と
「
姦
通
論
争
」」『
西
洋
史
学
』
一
八
六
、
一
九
九
七
年
、
一
│
一
九
頁
の
第
二
・
三
章
を
参
照
。
さ

〜

〜

ら
に
、
本
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い
て
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察
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し
て
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aurom
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p.12
n.3

;
O

ikonom
idès,

L
es

listes
de

préséance
byzantines,

p.59.3
;

p.61.25

（kom
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T
heophanes

C
ontinuatus,

I.3,
pp.9−

10.

（
１６
）

T
heophanes,

p.480.1−
3

A
M

6295.

（
１７
）

T
heophanes,

p.480.19−
21

（
引
用
）,15−

24
A

M
6296

（
こ
こ
で
は
バ
ル
ダ
ニ
オ
ス
と
表
記
）。cf.

G
enesios,

I.7,
p.8.47

;
T

heophanes

C
ontinuatus,

I.3,
p.10.4−

5.

（
１８
）

C
.

M
ango

&
R

.
Scott,

C
hronicle

of
T

heophanes
C

onfessor
:

B
yzantium

and
N

ear
E

astern
H

istory,
A

D
284−

813,
O

xford,
1997,

p.660
n.2.

（
１９
）

H
aldon,

B
yzantine

P
raetorians,

B
onn,

1984,
pp.246−

251.

（
２０
）
最
新
の
研
究
で
Ｊ
・
シ
ニ
ェ
ス＝

コ
ド
ニ
ェ
ル
は
、
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
は
外
国
人
に
よ
る
部
隊
で
あ
り
、
そ
の
指
揮
者
も
「
外
国
人
系
」

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

四
七



〜

の
人
物
が
任
命
さ
れ
た
と
の
か
な
り
大
胆
な
推
論
を
展
開
し
て
い
る
。J.

Signes
C

odoner,
T

he
E

m
peror

T
heophilos

and
the

E
ast,

829

−
842,

C
ourt

and
F

rontier
in

B
yzantium

during
the

L
ast

P
hase

of
Iconoclasm

,
Farn

ham
,

Surrey
&

B
urlington,

V
T

.,
2014,

pp.33

−
40.

（
２１
）
九
世
紀
後
半
に
政
権
を
ク
ー
デ
タ
で
奪
い
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
の
開
祖
と
な
っ
た
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
の
場
合
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
出
世

＾
＾

パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
（cf.

I.
S

evc enko(ed./tr.

）,C
hronographiae

Q
uae

T
heophanis

C
ontinuati

N
om

ine
F

ertur
L

iber
Q

uo
V

ita

B
asilii

Im
peratoris

A
m

plectitur,
B

erlin
/

N
ew

Y
ork,

2011
;

渡
辺
金
一
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
千
年
』
第
六
章
）。
な
お
、
拙

稿
「
ビ
ザ
ン
ツ
政
治
史
考
│
│
九
世
紀
ア
モ
リ
ア
朝
に
つ
い
て
│
│
」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
〇
│
一
、
一
九
九
七
年
）
の
九

五
│
九
六
頁
も
参
照
。

（
２２
）

G
enesios,

II.4,
p.26.75−

76
;

I.
B

ekker

（ed.

）,
Scriptor

Incertus
de

L
eone

A
rm

enio,
in

idem

（ed.

）,
L

eonis
G

ram
m

atici

C
hronographia,

B
onn,

1842

（
以
下Scriptor

Incertus

と
略
記
）,p.336.10

;
p.340.9.

こ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
の
バ

ル
ダ
ス
と
い
う
人
物
に
関
連
し
て
、『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
は
七
九
二
年
の
マ
ル
ケ
ッ
ラ
イ
会
戦
で
戦
死
し
た
パ
ト
リ
キ
オ
ス
位
の
バ

ル
ダ
ス
な
る
人
物
に
言
及
し
て
お
り
（T

heophanes,
p.468.2

A
M

6284

）、
マ
ン
ゴ
は
彼
を
七
八
〇
年
に
陰
謀
加
担
で
失
脚
し
た
元
ア
ル

メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
と
同
定
し
て
い
る
（M

ango
&

Scott,
T

he
C

hronicle
of

T
heophanes

C
onfessor,

p.616
n.2

;
p.628

n.5

）。
タ
ー
ナ

ー
は
こ
の
元
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
が
レ
オ
ン
の
父
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る（T

urner,
T

he
O

rigins
and

A
ccession

of
L

eo
V

,
p.173

n.10

）。
さ
ら
に
マ
ン
ゴ
は
、
レ
オ
ン
を
ト
ル
コ
人
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
親
類
と
推
測
す
る
一
方
（C

.
M

ango,
T

he
T

w
o

L
ives

of
St.

Ioannikios
and

the
B

ulgarians,
H

arvard
U

klainian
Studies

7,
1983

（＝
C

.
M

ango
&

O
.

Pritsak

（eds.

）,O
keanos

:
E

ssays
presented

to
Ihor

＾
＾

S
evc enko,

pp.393−
404,

esp.
p.400

n.17

）,

タ
ー
ナ
ー
は
レ
オ
ン
を
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
甥
と
推
測
す
る
（T

urner,
T

he
O

rigins
and

A
ccession

of
L

eo
V

,
p.177

）。
レ
オ
ン
五
世
に
つ
い
て
は
、Theodōros

K
.

K
orres,Λ

�ε ω
ν

Ε
’,

ο
Α

ρμ
�ε νιοϛ

και
η

εποχ
�η

του
:

μια

κρ
�ι σμη

δεκαετ
�ι α

για
το

Β
υζ

�α
ντιο

(811−
820

）,T
hessalonikē,

1996,
pp.32−

45,
47−

52

も
参
照
。

（
２３
）

T
heophanes,

p.489.17−
21

A
M

6303.
cf.

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.4,
p.11.

た
だ
し
、
タ
ー
ナ
ー
は
こ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
将
軍
の

レ
オ
ン
と
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
従
者
で
あ
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
レ
オ
ン
（
後
の
五
世
）
は
別
人
だ
と
す
る
（T

urner,
T

he
O

rigins
and

A
ccession

of
L

eo
V

,
p.179

）。
テ
マ
師
団
長
か
ら
将
軍
に
昇
進
す
る
レ
オ
ン
に
つ
い
て
、
安
易
な
人
物
同
定
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

四
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タ
ー
ナ
ー
の
主
張
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。

（
２４
）
追
放
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（T

heophanes
C

ontinuatus,
I.4,

pp.11−
12

;
Scriptor

Incetus,
p.336

）。
一
方
、
タ
ー
ナ
ー
が
採
用
す
る
追
放

理
由
は
、
将
軍
と
し
て
の
失
策
で
は
な
く
、
八
〇
八
年
に
発
生
し
た
財
務
長
官
の
ア
ル
サ
ベ
ル
の
陰
謀
事
件
に
際
し
、
レ
オ
ン
の
妻
が
ア

ル
サ
ベ
ル
の
娘
テ
オ
ド
シ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
連
座
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（T

urner,
T

he
O

rigins
and

A
ccession

of
L

eo

V
,

pp.179−
180

）。

（
２５
）

T
heophanes,

p.497.6−
9

A
M

6304.

ゲ
ネ
シ
オ
ス
で
は
、
レ
オ
ン
は
ミ
カ
エ
ル
一
世
に
よ
り
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
の
「
臨
時
将
軍
（
ヒ
ュ
ポ
ス

ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
）」
に
任
じ
ら
れ
た
と
も
（G

enesios,
I.8,

p.8.56

）,

「
第
一
番
目
の
テ
マ
を
統
べ
る
者
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（ibid.,

I.3,

p.5.50

）。
追
放
か
ら
呼
び
戻
し
に
つ
い
て
は
、T

heophanes
C

ontinuatus,
I.4,

p.12
;

Scriptor
Incertus,

p.336

。
な
お
タ
ー
ナ
ー
は
、

皇
帝
ミ
カ
エ
ル
一
世
の
父
テ
オ
フ
ィ
ラ
ク
ト
ス
・
ラ
ン
ガ
ベ
と
レ
オ
ン
の
父
と
目
さ
れ
る
バ
ル
ダ
ス
が
と
も
に
七
八
〇
年
の
陰
謀
事
件
に

連
座
し
て
お
り
、
両
家
の
結
び
つ
き
を
指
摘
す
る
（T

urner,
T

he
O

rigins
and

A
ccession

of
L

eo
V

,
p.180

）。

（
２６
）
八
一
三
年
の
ト
ラ
キ
ア
へ
の
出
陣
と
ベ
ル
シ
ニ
キ
ア
会
戦
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
、P.

Sophoulis,
B

yzantine
and

B
ulgaria,

775−

831,
L

eiden
/

B
oston,

2012,
pp.234−

243

。

（
２７
）

T
heophanes,

p.502.6,
16−

17
A

M
6305.

逡
巡
す
る
レ
オ
ン
に
ア
モ
リ
オ
ン
の
ミ
カ
エ
ル
が
皇
帝
位
を
受
け
入
れ
ね
ば
殺
す
と
迫
っ
た
と

い
う
。cf.

G
enesios,

I.2,
p.4.38−

42
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.7,
p.17.1−

4.

（
２８
）

T
heophanes,

p.502.22−
25

A
M

6305
;

C
.

de
B

oor

（ed.

）,G
eorgii

M
onachi

C
hronicon,

vol.II,
L

eipzig,
1904,

p.776
;

Scriptor

Incertus,
p.340.

cf.
M

ango
&

Scott,
T

he
C

hronicle
of

T
heophanes

C
onfessor,

p.688
n.30.

ヘ
ブ
ド
モ
ン
で
の
皇
帝
歓
呼
は
二
世
紀

ぶ
り
で
あ
る
。

（
２９
）
他
史
料
で
は
首
都
南
西
の
黄
金
門
か
ら
入
場
し
た
と
あ
る
（T

heopanes
C

ontinuatus,
I.9,

p.18.18
;

G
enesios,

I.4,
p.5.70

）。cf.
M

.

M
cC

orm
ick,

E
ternal

V
ictory,

p.209.

（
３０
）

T
heophanes,

p.502.25−
26

A
M

6305.

レ
オ
ン
の
皇
帝
宣
言
を
聞
い
て
ミ
カ
エ
ル
一
世
と
妻
プ
ロ
コ
ピ
ア
、
そ
し
て
子
供
た
ち
は
修
道
院

に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
の
息
子
た
ち
は
去
勢
さ
れ
る
。

（
３１
）

T
urner,

T
he

O
rigins

and
A

ccession
of

L
eo

V
,

pp.196−
7.

（
３２
）

Scriptor
Incertus,

pp.342−
4.

cf.
Sophoulis,

B
yzantium

and
B

ulgaria,
pp.252−

4.

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

四
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（
３３
）

T
heophanes,

p.503
A

M
6305

（
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
ま
で
記
述
）。

（
３４
）
ク
ル
ム
死
後
の
ビ
ザ
ン
ツ
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
関
係
に
つ
い
て
は
、Sophoulis,

B
yzantine

and
B

ulgaria,
pp.265−

286

が
詳
し
い
。

（
３５
）

G
enesios,

I.11,
p.9.95−

96

（
ト
マ
ス
抜
擢
）;

pp.9.1−
10.1−

2

（
ミ
カ
エ
ル
昇
進
）;

I.17,
p.17.44−

46

（
同
じ
く
近
衛
連
隊
長
）;

T
hophanes

C
ontinuatus,

I.12,
p.24.1−

2

（
ト
マ
ス
抜
擢
）。

（
３６
）

T
heophanes,

p.501
A

M
6305

（
マ
ケ
ド
ニ
ア
将
軍
）;

Scriptor
Incertus,

p.337.18−
19

（
ベ
ル
シ
ニ
キ
ア
会
戦
前
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
プ

ラ
ケ
ス
）;

p.338.13−
15

（
彼
の
戦
死
）。
ソ
フ
リ
ス
は
印
章
史
料
や
逸
名
作
者
の
記
述
（Scriptor

Incertus

）
か
ら
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ア
プ

ラ
ケ
ス
は
明
ら
か
に
ト
ラ
キ
ア
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
単
独
将
軍
だ
と
す
る
（Sophoulis,

B
yzantium

and
B

ulgaria,
pp.98,

235,
237,

258

）。cf.
J.

N
esbitt

&
N

.
O

ikonom
idès,

C
atalogue

of
B

yzantine
Seals

at
D

um
barton

O
aks

and
the

M
useum

of
A

rt,
vol.

I,

W
ashington,

D
C

.,
1991,

p.43.31.

（
３７
）

G
enesios,

II.5,
pp.27.22

23−
31

;
T

heophanes
C

ontinuatus,
II

14,
p.57.19

;
p.58.14

;
II.16,

p.62.19
;

p.63.18.

彼
は
キ
ク
ラ
デ
ス

諸
島
の
ス
キ
ュ
ロ
ス
島
に
追
放
さ
れ
て
い
た
が
、
ト
マ
ス
の
反
乱
軍
に
合
流
し
、
そ
の
後
戦
死
し
た
。

（
３８
）

C
.

de
B

oor

（ed.

）,V
ita

N
icephori

archiepiscopi
C

onstantinopolitani,
in

idem

（ed.

）,N
icephori

A
rchiepiscopi

C
onstantinopolitani

O
puscula

H
istorica,

L
eipzig,

1880,
p.201.8−

29
;

V
ita

T
heodori

praepositi
Studitarum

,
in

P
G

.
vol.

X
C

IX
,

cols.
204

B
−

205
C

;

ibid.,
cols.

300
C

−
1

C
.

（
３９
）

T
heophanes

C
ontinuatus,

III.19,
p.110.3−

5
（
ア
ナ
ト
リ
コ
イ
指
揮
）。cf.

ibid.,
I.12,

p.24.2−
4

（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
将
軍
）;

IV
.1,

p.148.13

（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
即
位
時
に
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
）;

IV
.1,

p.149.5−
6

（
ア
ル
メ
ニ
ア
コ
イ
の
指
揮
者
）;

G
enesios,

III.2,
p.36.1−

2

（
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
即
位
時
に
対
ア
ラ
ブ
戦
に
抜
擢
）。
将
軍
マ
ヌ
エ
ル
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
はSignes

〜

C
odoner,

T
he

E
m

peror
T

heophilos
and

the
E

ast,
829−

842

の
第
五
章
を
参
照
。

（
４０
）

T
heophanes,

p.476
A

M
6295

（
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
擁
立
）;

pp.492−
3

A
M

6303

（
ミ
カ
エ
ル
一
世
擁
立
）;

p.500
A

M
6305

（
ミ
カ

エ
ル
一
世
を
補
佐
）;

G
.

Fatouros

（ed.

）,T
heodori

Studitae
E

pistulae,
2

vols.
B

erlin,
1992,

vol.II,
nos.86,

293,
400,

478,
521.

cf.

P.
Sophoulis,

B
yzantium

and
B

ulgaria,
775−

831,
p.246

;
S.

E
fthym

iadis,
N

otes
on

the
C

orrespondence
of

T
heodore

the
Studite,

R
evue

des
études

B
yzantines

53,
1995,

pp.141−
163,

esp.
pp.157−

8.

（
４１
）

G
enesios,

I.3,
pp.4.45−

5.55

（
ゲ
ネ
シ
オ
ス
で
は
エ
ク
サ
ブ
リ
オ
ス
）.

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
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（
４２
）

Scriptor
Incertus,

p.343−
4.

（
４３
）

G
enesios,

I.17,
pp.15−

16
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.8,
p.17.6−

12

（
ミ
カ
エ
ル
一
世
へ
の
忠
告
）;

G
enesios,

I.17,
p.15.61,

68
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.21,
p.34.12−

20

（
レ
オ
ン
五
世
の
腹
心
）;

G
enesios,

II.1,
p.22.54−

55

（
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
足
枷
を
は
ず

す
）;

G
enesios,

II.8,
p.31.54−

59
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.19,
p.69.16−

22

（
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
を
前
に
し
て
の
皇
帝
へ
の
忠

告
）.

（
４４
）

Sophoulis,
B

yzantine
and

B
ulgaria,

p.246.

（
４５
）

B
urbaker

&
H

aldon,
B

yzantium
in

the
Iconoclast

E
ra,

c.680−
850

:
a

H
istory,

pp.366−
385.

（
４６
）

G
enesios,

I,
21,

p.19.92−
93

;
T

heophanes
C

ontinuatus,
II.1,

p.41.2−
3.

（
４７
）

G
enesios,

II.1,
pp.22−

23
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.5,
pp.44−

45.

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
ミ
カ
エ
ル
と
と
も
に
明
ら
か
に
ア
ル
メ

ニ
ア
人
レ
オ
ン
と
見
ら
れ
る
人
物
も
将
軍
の
娘
を
嫁
に
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
レ
オ
ン
は
陰
謀
者
で
あ
る
ア
ル
サ
ベ
ル
の
娘

テ
オ
ド
シ
ア
と
結
婚
し
て
お
り
（G

enesios,
I.18,

p.16.82
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.21,
p.35.7

）、
こ
れ
ら
の
伝
説
的
逸
話
を
重
視

し
す
ぎ
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

（
４８
）

G
enesios,

I.4,
p.5.80.

cf.
K

aldellis
（tr.
）,G

enesios
on

the
R

eigns
of

the
E

m
perors,

p.8
n.21.

（
４９
）

G
enesios,

I.11,
p.10.2

;
T

heophanes
C

ontinuatus,
I.12,

p.23.22.

な
お
、
シ
ニ
ェ
ス＝

コ
ド
ニ
ェ
ル
は
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
』
の
記
述

（T
heophanes

C
ontinuatus,

I.21,
p.33.22

）
か
ら
、
ミ
カ
エ
ル
は
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
の
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
職
に
就
任
し
て
い
た
と
推
測
す

〜

る
が
、状
況
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
あ
ま
り
説
得
力
は
な
い（Signes

C
odoner,

T
he

E
m

peror
T

heophilos
and

the
E

ast,
829−

842,
pp.35

−
37

）。

（
５０
）

G
enesios,

II.1,
p.22.3

;
T

heophanes
C

ontinuatus,
II.2,

p.41.9.

皇
帝
の
足
枷
の
鍵
の
あ
り
か
を
知
ら
せ
た
の
が
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヘ
ク
サ
ブ

リ
オ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
ク
ー
デ
タ
に
つ
い
て
は
、B

ury,
A

H
istory

of
the

E
astern

R
om

an
E

m
pire,

pp.49−
54

;
T

readgold,
B

yzantine

R
evival,

pp.224−
5

;
B

.
L

ew
is,

A
n

A
rabic

A
ccount

of
a

B
yzantine

Palace
R

evolution,
B

yzantion
14,

1939,
pp.383−

386

。
た
だ

し
、
残
念
な
が
ら
陰
謀
関
係
者
の
名
前
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

（
５１
）
ト
マ
ス
の
出
自
に
つ
い
て
は
、H

ollingsw
orth

&
K

azhdan,
O

D
B

.,
vol.III,

p.2079
T

H
O

M
A

S
T

H
E

SL
A

V

。
ゲ
ネ
シ
オ
ス
は
、
彼
を

黒
海
沿
岸
のG

azioura

（G
azourou

湖
と
あ
る
）
出
身
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
も
（G

enesios,
I.6,

p.7.14
;

cf.
T

heophanes
C

ontinuatus,

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
一



I.1,
p.7.3−

4

）,

「
ス
キ
タ
イ
系
（
つ
ま
り
バ
ル
カ
ン
方
面
の
蛮
族
出
身
、
ス
ラ
ヴ
人
を
含
む
）」
と
も
記
し
て
い
る
（G

enesios,
II.2,

p.23.89

）。
一
方
、『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
』
は
彼
を
小
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た
ス
ラ
ヴ
人
の
子
孫
と
し
て
お
り
（T

heophanes
C

ontinuatus,

II.10,
p.50.20−

21

）
研
究
史
で
は
こ
ち
ら
が
事
実
に
近
い
と
さ
れ
る
。cf.

H
elga

K
öpstein,

Z
ur

E
rhebung

des
T

hom
as,

Studien
zum

8.

und
9.

Jahrhundertin
B

yzanz,
in

H
.

K
öpstein

&
Friedhelm

W
inkelm

ann

（eds.

）,Studien
zum

8.
und

9.
Jahrhundert

in
B

yzanz
（B

erliner
B

yzantinische
A

rbeiten
51

）,B
erlin,

1983,
pp.61−

87,
65−

67.

（
５２
）

G
enesios,

I.11,
p.9.95−

1
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

I.12,
p.24.1−

2.

（
５３
）

G
enesios,

II.2,
p.23.

史
料
は
ミ
カ
エ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
養
の
な
さ
や
粗
暴
さ
と
あ
わ
せ
て
、
彼
は
兵
士
た
ち
に
嫌
わ
れ
て
い
た
と

す
る
一
方
、
ト
マ
ス
は
快
活
な
好
人
物
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト
マ
ス
の
年
齢
は
レ
オ
ン
五
世
と
同
じ
く
ら
い
だ
と
も
述
べ

る
（ibid

.

）。
ち
な
み
に
、
ト
マ
ス
の
出
自
は
卑
し
か
っ
た
と
史
料
に
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
皇
帝
ミ
カ
エ
ル
二
世
側
か
ら
の
誹
謗
に
よ
る

可
能
性
が
あ
る
。cf.

K
öpstein,

Z
ur

E
rhebung

des
T

hom
as,

p.67.

（
５４
）

G
enesios,

II.2,
p.23.80−

81
（
反
ミ
カ
エ
ル
）;

II.4,
p.26.75

（
発
生
時
は
レ
オ
ン
治
下
）;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.11,
p.52.12−

16

（
レ
オ
ン
殺
害
後
の
発
生
）.
蜂
起
が
レ
オ
ン
五
世
の
治
世
に
起
こ
っ
た
と
主
張
す
る
の
は
、D

.
A

finogenov,
T

he
D

ate
of

G
eorgios

M
onachos

R
econsidered,

B
yzantinische

Z
eitschrift

92,
1999,

pp.437−
47,

446−
7

;
idem

,
T

he
C

onspiracy
of

M
ichael

T
raulos

and

〜

the
A

ssassination
of

L
eo

V
:

H
istory

and
Fiction,

D
um

barton
O

aks
P

apers
55,

2001,
pp.329−

338
;

Signes
C

odoner,
T

he

E
m

peror
T

heophilos
and

the
E

ast,
829−

842,
pp.40−

45

。
一
方
、
ホ
ル
ド
ン
は
ケ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
に
賛
成
し
つ
つ
、
反
乱
の
レ
オ
ン

治
下
で
の
発
生
は
あ
り
そ
う
に
な
い
と
主
張
す
る
（B

rubaker
&

H
aldon,

B
yzantium

in
the

Iconoclast
E

ra,
c.680−

850
:

a
H

istory,

p.387

）。
シ
ニ
ェ
ス＝

コ
ド
ニ
ェ
ル
は
、
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
を
、
内
乱
と
い
う
よ
り
は
帝
国
国
外
か
ら
の
侵
攻
に
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
と
考

え
る
。
よ
り
詳
し
く
は
以
下
の
注
（
６７
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
５５
）

A
.

A
.

V
asiliev,

B
yzance

et
les

A
rabes,

tom
e

I
:

L
a

dynastie
d’A

m
orium

（820−
867

）,B
ruxssel,

1935,
pp.22−

49
;

idem
,

H
istory

of
the

B
yzantine

E
m

pire
324−

1453,
M

adison,
1952,

pp.274−
6.

（
５６
）

G
enesios,

II.2,
p.23.4−

6
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.11,
pp.53−

54.

（
５７
）

A
.

W
erm

inghoff

（ed.

）,M
G

H
.,

L
egum

sectio
III

:
C

oncilia
tom

e
II,

pars
2,

H
annover/

L
eipzig,

1908,
pp.475−

480,
esp.477.10−

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
二



12

（
ミ
カ
エ
ル
二
世
に
よ
る
書
簡
（
後
述
））。

（
５８
）

G
enesios,

II.2,
pp.24.16−

17
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.12,
p.55.2−

3

（
名
前
は
ヤ
コ
ブ
と
あ
る
）.

（
５９
）

cf.
N

.
G

arsoïan,
O

D
B

.,
vol.III,

p.1606
PA

U
L

IC
IA

N
S.

（
６０
）

J.
B

.
B

ury,
A

H
istory

of
the

E
astern

R
om

an
E

m
pire,

pp.84−
119

;
idem

,
T

he
Identity

of
T

hom
as

the
Slavonian,

B
yzantinische

Z
eitschrift

1,
1892,

pp.55−
60.

（
６１
）

G
eorg

O
strogorsky,

G
eschichte

des
byzantinischen

Staates,
3.

A
uflage,

M
ünchen,

1963

（B
yzantinisches

H
andbuch

im
R

ahm
en

des
H

andbuchs
der

A
ltertum

sw
issenschaft

1.T
eil,

2.B
and

）,p.172
;

Ｇ
・
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
（
和
田
廣
訳
）『
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史
』

恒
文
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
六
四
頁
。

（
６２
）

E
.Э

.Липшиц
,Восстаиие

Фемы
Славянина

,
in
Очерки

истории
византийского

обшества
культуры

V
III−первая

половина
X

I
века

,
М
осква

-Ленинград
,

1961,
pp.212−

228.

そ
の
他
にМ

.
Я

.
Сюэюмов

,Второй
период

Иконоборчества
in
История

Византии
,
том

III,М
осква

,
1967,

pp.65−
79

;
М

.Ра
jковиℏ

,О
порекл

y

Т оме
,воℏ е

yст
анка

821−
823г

,
Z

R
V

I
2,

1953,
pp.33−

38

（idem
,

Sur
l’origine

de
T

hom
as,

chef
de

l’insurrection
de

821−

823,
ibid.,

p.38

）;А
.П

.Каждан
,Византийский

Временник
30,

1969,
pp.278−

280,
esp.280

（
次
の
注
（
６３
）
の
ル
メ
ル
ル

論
文
へ
の
書
評
）。

（
６３
）

P.
L

em
erle,

T
hom

as
le

Slave,
T

ravaux
et

M
em

oires
1,

1965,
pp.255−

297.

（
６４
）

M
G

H
.,

L
egum

sectio
III

:
C

oncilia
tom

e
II,

pars
2,

pp.475−
480.

（
６５
）

C
.

de
B

oor

（ed.

）,G
eorgii

M
onachii

C
hronicon,

2
vols.,

L
eipzig,

1904,
rep.1978,

pp.793.7−
797.16.

そ
れ
以
外
に
関
係
す
る
史
料

記
述
の
内
容
検
討
は
、
ル
メ
ル
ル
論
文
（pp.255−

283

）
や
ケ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
論
文
（pp.63−

65

）
に
詳
し
い
。

（
６６
）

T
heophanes

C
ontinuatus,

II
10,

pp.50.18−
52.7

（version
A

）:
11−

12,
pp.52.8−

55.11

（version
B

）;
G

enesios,
II

2−
3,

pp.23.80−

25.49

（version
B

）;
4,

pp.25.50−
26.83

（version
A

）.

（
６７
）
シ
ニ
ェ
ス＝

コ
ド
ニ
ェ
ル
は
、
あ
ら
た
め
て
二
つ
の
異
本
の
整
合
を
試
み
て
、
二
人
の
叛
徒
ト
マ
ス
と
い
う
独
創
的
な
説
を
提
示
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
侵
攻
軍
の
指
揮
者
で
あ
る
ス
ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
と
は
別
に
、
レ
オ
ン
五
世
に
親
し
く
、
フ
ォ
イ
デ
ラ
ト
イ
の
ト

ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
に
任
命
さ
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
ト
マ
ス
な
る
人
物
が
い
た
の
だ
と
い
う
（
バ
ル
ダ
ネ
ス
の
従
者
と
さ
れ
る
の
も
彼
の

Очерки
истории

византийского
обшества

и
культуры

V
III

−
первая

половина
X

I
века

,

История
Византии

Византийский
Временник

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
三



方
）。
つ
ま
り
、
こ
の
二
人
を
後
世
の
史
料
は
混
同
し
た
た
め
、
二
つ
の
異
本
が
生
じ
た
と
主
張
し
た
。
け
れ
ど
も
、
想
定
さ
れ
る
ア
ル
メ

〜

ニ
ア
人
ト
マ
ス
に
つ
い
て
は
レ
オ
ン
没
後
の
行
動
は
ほ
ぼ
不
明
な
ま
ま
で
あ
り
、
彼
の
説
に
は
同
意
し
が
た
い
。Signes

C
odoner,

T
he

E
m

peror
T

heophilos
and

the
E

ast,
829−

842,
pp.183−

200.

＾^

（
６８
）

F.
B

aris ic ,
G

énésios
et

le
C

ontinuateur
de

T
héophanes,

B
yzantion

28,
1958,

pp.119−
133

;
idem

,
L

es
sources

de
G

énésios
et

du

C
ontinuateur

de
T

héophanes
pour

l’histoire
du

régne
de

M
ichel

II

（820−
829

）,B
yzantion

31,
1961,

pp.257−
271.

（
６９
）

H
.

K
öpstein,

Z
ur

E
rhebung

des
T

hom
as,

pp.70−
71.

ト
マ
ス
の
乱
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の
研
究
・
概
説
と
し
て
は
、
す
で
に
言
及
し
た

シ
ニ
ェ
ス＝
コ
ド
ニ
ェ
ル
の
著
書
以
外
に
、B

urbaker
&

H
aldon,

B
yzantium

in
the

Iconoclast
E

ra,
c.680−

850
:

a
H

istory,
pp.386−

388
;

F.
W

inkelm
ann,

Q
uellenstudien

zur
herrschenden

K
lasse

von
B

yzanz
im

8.
und

9.
Jahrhundert,

B
erlin,

1987,
pp.66−

68
;

W
.

E
.

K
aegi,

B
yzantine

M
ilitary

U
nrests,

pp.261−
2

;
T

readgold,
B

yzantine
R

evival
780−

843,
pp.234−

244

な
ど
が
あ
る
。

（
７０
）

W
erm

inghoff

（ed.

）,M
G

H
,

L
egum

sectio
III

:
C

oncilia
tom

e
II,

pars
2,

p.476.20−
25.

引
用
箇
所
のA

rm
eniaci

は
明
ら
か
に
ア
ル

メ
ニ
ア
コ
イ
で
あ
り
、
よ
っ
てducem

（dux

）
は
テ
マ
将
軍
と
解
釈
で
き
る
。
一
方
、A

rm
oeniae

ducatum

と
は
や
は
り
帝
国
領
外
の

ア
ル
メ
ニ
ア
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、C

haldeae
ducatum

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
の
タ
ク
テ
ィ

コ
ン
」（
八
四
二
／
三
年
）
に
登
場
す
る
テ
マ
・
カ
ル
デ
ィ
ア
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
同
史
料
に
は
カ
ル
デ
ィ
ア
の
ド
ゥ
ク
ス
も

確
認
さ
れ
、
判
断
し
づ
ら
い
。cf.

O
ikonom

idès,

（ed./tr.

）,L
es

listes
de

préséance
byzantines,

p.53.4

（doux
C

haldia

）;
B

rubaker

&
H

aldon,
B

yzantium
in

the
Iconoclast

E
ra,

c.680−
850,

a
H

istory,
p.760.

（
７１
）

G
enesios,

II.2,
p.23.15−

20
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.12,
p.55.6−

8.

（
７２
）
ト
マ
ス
の
乱
に
言
及
す
る
聖
人
伝
に
つ
い
て
は
、
ル
メ
ル
ル
論
文
の
二
六
一
│
二
六
三
頁
と
ケ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
論
文
の
六
五
頁
を
参
照
の

こ
と
。

（
７３
）

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.11,
p.53.15−

17.
cf.

G
enesios,

II.2,
p.95.

（
７４
）
拙
稿
「
テ
マ
反
乱
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」
注
（
８
）
を
参
照
。

（
７５
）

T
heophanes

C
ontinuatus,

p.52.10−
12.

（
７６
）

cf.
W

.
E

.
K

aegi,
Jr.,

T
he

B
yzantine

A
rm

ies
and

Iconoclasm
,

B
yzantinoslavica

27,
1966,

p.67.

（
７７
）

G
enesios,

II.3,
p.25.46−

47.5.37.

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
四



（
７８
）

G
enesios,

II.5,
p.27.22

;
p.29.70,

73
;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.14,
p.57.19

;
II.16,

p.63.18.

彼
は
後
に
捕
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ

た
。

（
７９
）

G
enesios,

II
4,

p.26.73
;

II
5,

p.26.91−
92

（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
オ
ス
）;

p.27.33
;

II
8,

p.31.46

（
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
）;

T
heophanes

C
ontinuatus,

II
10,

p.51.22

（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
オ
ス
）;

14,
p.58.16

;
18,

p.58.6
;

19,
p.71.1

（
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
ス
）

（
８０
）
こ
れ
ま
で
の
考
察
や
研
究
史
の
流
れ
か
ら
、
反
乱
が
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
政
策
へ
の
反
対
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま

た
、
も
し
も
反
乱
が
レ
オ
ン
五
世
に
対
す
る
蜂
起
で
あ
っ
た
な
ら
、
私
が
提
示
し
た
「
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
に
支
え
ら
れ
た
政
権
」
と

い
う
図
式
が
、
八
世
紀
と
は
異
な
り
す
で
に
破
綻
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
推
測
を
付
け
加
え
る
と
、
ト
マ
ス
の
乱
に
際
し
て
彼
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
を
称
し
た
と
い
う
の
は
、
も
し
も
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
イ
コ
ン
を
復
活
さ
せ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
六
世
で
は
な
く
、
殺
害
さ
れ
た
レ
オ
ン
五
世
の
息
子
、
改
名
し
て
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
と
呼
ば
れ
た
人
物
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
反
乱
の
理
由
は
皇
帝
レ
オ
ン
の

殺
害
で
あ
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
「
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
が
支
持
す
る
」
政
権
を
標
榜
し
た
と
い
う
推
論
が
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
ト
マ
ス
の
養
子
の
名
前
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
オ
ス
か
ら
は
、
ト
マ
ス
が
称
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
と
は
四
世
紀
の
帝
国
の
初
代

の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
（
大
帝
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
史
料
記
述
か
ら
の
根
拠
は
存
在
し
な
い
。

（
８１
）

cf.
B

rubaker
&

H
aldon,

B
yzantium

in
the

Iconoclast
E

ra.
c.680−

850
:

a
H

istory,
pp.531−

572.

（
８２
）

G
enesios,

II.2,
p

23.90−
93

;
T

heophanes
C

ontinuatus,
II.11,

p.53.6−
9.

（
８３
）

T
heophanes

C
ontinuatus,

II.11,
p.54.3−

7.

（
８４
）
ア
モ
リ
オ
ン
人
の
ミ
カ
エ
ル
は
レ
オ
ン
五
世
の
右
腕
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
レ
オ
ン
三
世
が
盟
友
の
ア
ル
タ
バ

ス
ド
ス
を
オ
プ
シ
キ
オ
ン
の
司
令
官
に
任
命
し
て
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
軍
団
全
体
の
掌
握
に
努
め
た
の
に
対
し
、
ミ
カ
エ
ル
の
場
合
は
、
首

都
防
衛
と
い
う
点
で
オ
プ
シ
キ
オ
ン
と
の
共
通
点
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
テ
マ
軍
団
と
は
直
接
関
係
し
な
い
近
衛
連
隊
の
連
隊

長
に
任
命
さ
れ
た
点
は
興
味
深
い
。

（
８５
）
残
念
な
が
ら
、
陰
謀
加
担
者
の
詳
細
は
不
明
で
、
ミ
カ
エ
ル
二
世
の
政
権
を
支
え
た
人
々
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
拙
稿

「
ビ
ザ
ン
ツ
政
治
史
考
│
│
九
世
紀
ア
モ
リ
ア
朝
に
つ
い
て
│
│
」
の
第
三
章
も
参
照
。

（
８６
）
拙
稿
「
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
中
央
政
府
の
動
向
│
│
元
老
院
を
中
心
に
│
│
」（『
人
文
論
究
』
六
二
巻
一
号
、
二
〇
一
二
年
、

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
五



一
│
一
八
頁
）
の
第
二
章
な
ど
を
参
照
。

（
８７
）
拙
稿
「
レ
オ
ン
三
世
政
権
と
テ
マ
」『
関
西
学
院
史
学
』（
三
八
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
│
二
七
頁
）
を
参
照
。

（
８８
）
拙
稿
「
八
世
紀
後
半
の
ビ
ザ
ン
ツ
│
│
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
政
権
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
西
洋
史
学
』
一
七
四
号
、
一
九
九
四
年
、
三

六
│
五
三
頁
）
や
「
イ
サ
ウ
リ
ア
王
朝
下
の
陰
謀
事
件
を
め
ぐ
っ
て
│
│
八
世
紀
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
│
│
」（『
歴
史
家
年
報
』

九
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
│
一
七
頁
）
を
参
照
。

（
８９
）
拙
稿
「
八
世
紀
後
半
の
ビ
ザ
ン
ツ
」
の
第
一
章
（
二
）
を
参
照
。

（
９０
）
さ
ら
に
エ
イ
レ
ネ
女
帝
期
に
は
、
宦
官
ス
タ
ウ
ラ
キ
オ
ス
に
よ
る
首
都
で
の
陰
謀
と
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
で
の
蜂
起
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
事

件
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
重
大
な
事
態
と
は
な
ら
な
か
っ
た
（T

heophanes,
p.474.22−

475.9
A

M
6292

）。

九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
位
継
承
と
テ
マ
反
乱

五
六


